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https://www.daicolo.co.jp
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スクールアルバムで培った高品質印刷
ご満足いただけるデザインを提案
地域密着ならではのきめ細やかな対応

ダイコロなら

枚方・交野・寝屋川 エリア限定

（例） チラシ／A4サイズ／片面カラー／1,000枚 ＠9.5円（税込＠10.45円）〜

企画からデザイン、印刷・納品までトータルにサポート！！

072-867-3436
ダイコロ株式会社 大阪本社営業２課

印刷物・ノベルティ商品
制作キャンペーン

・ヒアリング ・ご提案 ・撮影 ・編集 ・デザイン ・印刷 ・製本 ・配送
企画 デザイン 印刷・納品

お気軽に
お問い合わせ
ください
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北大阪商工会議所

北大阪商工会議所公式LINEアカウントで
経営に役立つ情報、府市からの支援策など
を随時発信！

今月の表紙：‌�ワタスキ珈琲焙煎所

北大阪商工会議所
公式LINEアカウント開設

LINE

右のQRコードを読み取って
ぜひご登録ください

How to Society5.0 Vol.3 
メタバースでできること 前編

特　集
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Nijiriguchiの躙り口

今回の主人公は、2022年４月
26日に茄子作で「ワタスキ珈琲焙
煎所」をオープンさせた所長の田
本修氏と、「ワタスキ珈琲焙煎所」
をコラボ経営している「いいねい
いねドットコム」の代表取締役・
衣笠真佐美氏の２人だ。衣笠氏は

「お母さんが活躍できる場所を作り
たい」という思いから、北大阪商
工会議所の支援を受けて、主婦の
ための情報サイト「いいねいいね
ドットコム」を2010年に開設。「い
いねいいねドットコム」の事業は多
岐にわたる。数多くの母親から母
親目線での率直な意見を企業へと
伝える事業を主として、セミナー
の講師や、子供が参加できるイベ
ントなどを開催するなど、開設か
ら10年以上経ち、母親目線での意
見を提供してくれる会員の数は今
や3,000人を超えている。今回の
もう一人の主人公、田本氏は、「い
いねいいねドットコム」の取引相
手である食品会社でかつて役員と
して働きつつ、煙が出るにもかか
わらず自宅で珈琲豆を焙煎してい
たほどの珈琲好きである。プライ
ベートでも親しかった２人だが、田
本氏の定年退職をきっかけに衣笠
氏とコラボレーションして、「ワタ
スキ珈琲焙煎所」が誕生した。「ワ
タスキ珈琲焙煎所」は、『購入後
に目の前で生豆を焙煎してくれる』
枚方では数少ないお店だ。今回は
そんな「ワタスキ珈琲焙煎所」の
誕生秘話を探る。

（詳しくは11頁）
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Feature

　

内
閣
府
で
は
、
2
0
1
6
年
１
月
、
第
５
期

科
学
技
術
基
本
計
画
に
お
い
て
「
Society5.0」

と
い
う
次
世
代
の
I
T
技
術
を
屈
指
し
た
デ
ジ

タ
ル
と
フ
ィ
ジ
カ
ル
の
共
存
社
会
の
ポ
ン
チ
絵

を
打
ち
出
し
た
。
そ
れ
以
降
、
2
0
2
1
年

３
月
に
第
６
期
科
学
技
術
基
本
計
画（
科
学
技

術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
基
本
計
画
）が
公
表
さ

れ
、
依
然
と
し
て
Society5.0を
標
榜
し
て
い

る
。
夢
の
I
T
社
会
に
向
け
て
、
官
民
で
I
o
T
、

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、
第
３
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
、

FinT
ech、
D
X
-デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
、
５
G
、
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン

グ
な
ど
、
様
々
な
I
T
用
語
が
飛
び
交
っ
た
。
そ

れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
Society5.0に
至
る
た
め

の
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
だ
。

　
今
回
の
特
集
は
「
H
ow 

to 

Society5.0」
の

「
い
ま
さ
ら
聞
け
な
い
５
Ｇ
」「
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
が
も
た
ら
す
未
来
」
に
続
く
３
回
目
と
し

て
、
近
年
メ
デ
ィ
ア
の
露
出
が
高
ま
っ
て
い
る

ユ
ー
ト
ピ
ア
(デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
と
い
う
人
も
い
る
)、

「
メ
タ
バ
ー
ス
-M
etaverse」
に
つ
い
て
取
り

上
げ
る
。
メ
タ
バ
ー
ス
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

仮
想
空
間
の
こ
と
で
、
無
限
に
広
が
る
夢
の
土

地
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
G
A
FA
が
巨
額

投
資
に
よ
っ
て
開
発
合
戦
を
繰
り
広
げ
て
い
る
。

Facebookは
「
m
eta」
に
社
名
変
更
す
る
ほ

ど
の
力
の
入
れ
よ
う
だ
。
ビ
ジ
ネ
ス
の
匂
い
が
プ

ン
プ
ン
す
る
。
メ
タ
バ
ー
ス
は
「
Society5.0」

の
キ
ー
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る
「
次
世
代
の
I
T
技

術
を
屈
指
し
た
デ
ジ
タ
ル
と
フ
ィ
ジ
カ
ル
の
共
存

社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
キ
ー
コ
ン
テ
ン
ツ
」
に

な
り
う
る
の
か
。
世
界
中
の
名
だ
た
る
研
究
機
関

や
企
業
が
莫
大
な
予
算
を
か
け
て
研
究
し
て
い
る

こ
の
技
術
、
何
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
何
が

で
き
る
の
か
、
少
し
未
来
の
話
に
触
れ
て
み
た
い
。

メ
タ
バ
ー
ス 
(M
etaverse) と
は

　

メ
タ
バ
ー
ス
の
語
源
は
、
英
語
の
「
超

（
m
eta）」
と
「
宇
宙（
universe）」
を
組
み
合

わ
せ
た
造
語
で
、
も
と
も
と
は
1
9
9
0
年
代
の

S
F
小
説
に
登
場
す
る
架
空
の
仮
想
空
間
サ
ー
ビ

ス
の
名
称
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の

進
化
に
よ
っ
て
実
際
に
様
々
な
仮
想
空
間
サ
ー
ビ

ス
が
登
場
す
る
。
そ
し
て
「
メ
タ
バ
ー
ス
」
と
い

う
言
葉
は
そ
れ
ら
の
総
称
や
仮
想
空
間
自
体
の
名

称
と
し
て
主
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
こ

で
言
う
メ
タ
バ
ー
ス
と
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
に
構
築
さ
れ
た

３
次
元
の
仮
想
空
間
や
そ
の
サ
ー
ビ
ス
を
指
す
。

将
来
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
到
達
す
る
で
あ
ろ

う
コ
ン
セ
プ
ト
で
、
利
用
者
は
オ
ン
ラ
イ
ン
上
に

構
築
さ
れ
た
3D
C
G
の
仮
想
空
間
に
世
界
中
か

ら
思
い
思
い
の
ア
バ
タ
ー
と
呼
ば
れ
る
自
分
の
分

身
で
参
加
し
、
相
互
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
り
な
が
ら
買
い
物
や
商
品
の
制
作
・
販
売
と

い
っ
た
経
済
活
動
や
、
も
う
一
つ
の
「
現
実
」
と

し
て
新
た
な
生
活
を
送
っ
た
り
す
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
て
い
る
。

　
現
在
メ
タ
バ
ー
ス
の
定
義
と
し
て
様
々
な
も
の

が
提
案
さ
れ
て
い
る
が
、
未
だ
統
一
し
た
解
釈

は
存
在
し
な
い
。
あ
る
解
説
書
で
は
「
空
間
性
」

「
自
己
同
一
性
」「
大
規
模
同
時
接
続
性
」「
創
造

性
」「
経
済
性
」「
ア
ク
セ
ス
性
」「
没
入
性
」
の

七
要
件
を
満
た
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
の
仮
想
空
間
と

し
て
定
義
さ
れ
て
い
る
。

　
現
時
点
で
メ
タ
バ
ー
ス
、
も
し
く
は
そ
の
前
身

と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
る
の
は
、
1
9
9
7
年

に
発
表
さ
れ
た
世
界
初
の
M
M
O
R
PG
「
ウ
ル

テ
ィ
マ
オ
ン
ラ
イ
ン
」、
2
0
0
6
年
に
リ
リ
ー

ス
し
た
仮
想
世
界
サ
ー
ビ
ス
の
先
駆
け
で
あ
る

「
Second 

Life」、
2
0
1
0
年
の
「
フ
ァ
イ
ナ

ル
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
X
IV
」
も
双
方
向
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能
と
い
う
点
で
仮
想
空
間
と
み

な
さ
れ
る
。
そ
し
て
2
0
2
2
年
時
点
で
は
、
そ

れ
ら
は
さ
ら
に
進
化
し
、
仮
想
空
間
を
建
設
で
き

る
「
マ
イ
ン
ク
ラ
フ
ト
」
や
「
ロ
ブ
ロ
ッ
ク
ス
」、

ウ
ル
テ
ィ
マ
オ
ン
ラ
イ
ン
の
系
譜
を
継
ぐ
よ
う
な

バ
ト
ル
ロ
イ
ヤ
ル
ゲ
ー
ム
「
フ
ォ
ー
ト
ナ
イ
ト
」、

任
天
堂
の
「
あ
つ
ま
れ 

ど
う
ぶ
つ
の
森
」
も
生

活
系
の
仮
想
空
間
と
し
て
一
定
の
フ
ァ
ン
の
心
を

つ
か
ん
で
い
る
。

　
一
方
、
2
0
2
1
年
10
月
、
調
査
企
業
モ
ー
ニ

ン
グ
コ
ン
サ
ル
ト
が
米
国
の
成
人
２
、2
0
0
人

を
対
象
に 

Facebookに
対
す
る
世
論
調
査
を

行
っ
た
。
Facebookの
新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
あ
る
メ
タ
バ
ー
ス
に
興
味
は
あ
る
か
と
尋
ね
た

と
こ
ろ
、
68
％
が
興
味
な
し
と
回
答
し
た
そ
う
だ
。

メ
タ
バ
ー
ス
に
興
味
あ
る
人
は
、
ミ
レ
ニ
ア
ル
世

代
で
46
％
、
Z
世
代
が
44
％
、
都
市
部
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
い
る
人
は
43
％
、
男
性
39
％
の
順
に
関

心
度
合
が
高
か
っ
た
。
メ
タ
バ
ー
ス
が
こ
の
ま
ま

普
及
し
て
い
く
の
か
、
ど
の
よ
う
な
形
が
主
流
に

な
る
の
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
よ
う
に
様
々
な

企
業
が
作
っ
た
空
間
が
相
互
に
繋
が
る
形
に
な
る

の
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
以
前
の
パ
ソ
コ
ン
通
信

の
よ
う
に
企
業
ご
と
に
全
く
別
の
空
間
に
な
る
の

か
、
現
段
階
で
は
ま
だ
様
々
な
推
論
が
飛
び
交
っ

て
い
る
。

　
し
か
し
先
述
の
通
り
、
無
限
の
開
拓
地
で
あ
る

メ
タ
バ
ー
ス
を
巡
っ
て
は
、
G
A
FA
を
始
め
世

界
の
巨
大
企
業
が
熾
烈
な
開
発
争
い
を
展
開
し
て

い
る
。
経
済
産
業
省
の
仮
想
空
間
の
ビ
ジ
ネ
ス
活

用
に
関
す
る
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
で
は
、
①
仮
想
空

間
内
で
自
社
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
、
②
仮
想
空
間
を

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
提
供
、
③
メ
タ
バ
ー

ス
、
の
３
パ
タ
ー
ン
を
想
定
。
こ
こ
で
言
う
メ
タ

バ
ー
ス
と
仮
想
空
間
の
違
い
は
、
単
一
目
的
の
仮

想
空
間
か
、
複
数
の
様
々
な
仮
想
空
間
を
包
括
し
、

連
動
し
て
い
る
か
の
違
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
想
定

に
当
て
は
め
る
と
G
A
FA
が
開
発
競
争
を
繰
り

広
げ
て
い
る
の
が
②（
仮
想
空
間
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
マ
ー
）で
あ
る
と
す
れ
ば
、
③（
メ
タ
バ
ー

ス
）に
関
し
て
は
、
そ
れ
ら
を
も
包
括
す
る
よ
う

な
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
主
体
が
別
途
現
れ
る
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
W
IR
ED
編
集
長
の
ケ
ヴ
ィ

ン
・
ケ
リ
ー
は
メ
タ
バ
ー
ス
に
関
す
る
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
、
こ
う
答
え
て
い
る
。
い
ま
世
界
を
席

巻
し
て
い
る
G
A
FA
の
よ
う
な
巨
大
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
マ
ー
で
さ
え
も
、
進
化
の
隆
盛
に
は
逆
ら

え
な
い
。
メ
タ
バ
ー
ス
と
い
う
コ
モ
ン
ズ
※

が
概

念
と
し
て
こ
こ
ま
で
広
が
っ
て
い
る
か
ら
に
は
、

10
年
後
に
は
G
A
FA
に
追
い
つ
こ
う
と
し
た
り
、

恐
れ
た
り
す
る
も
の
も
ほ
と
ん
ど
い
な
く
な
る
の

で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
だ
。
ど
う
い
う
こ
と

か
。
メ
タ
バ
ー
ス
と
い
う
新
し
い
平
等
な
コ
モ
ン

ズ
の
発
展
は
少
数
の
独
占
企
業
に
よ
る
支
配
で
は

な
く
、
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
ア
ジ
ャ
イ
ル
的
※

な

開
発
を
得
意
と
す
る
世
界
中
の
様
々
な
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
が
、
よ
り
開
か
れ
た
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
に

よ
っ
て
複
数
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
し
、
相
互

に
繋
が
っ
て
い
く
よ
う
な
も
の
に
な
る
の
で
は
な

い
か
、
と
予
想
し
て
い
る
。
リ
ア
ル
に
置
き
換
え

る
の
で
あ
れ
ば
、
街
と
街
が
道
路
で
つ
な
が
っ
て

い
く
イ
メ
ー
ジ
だ
ろ
う
か
。
あ
る
街
は
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
に
特
化
し
、
あ
る
街
は
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、

あ
る
街
は
研
究
開
発
…
と
い
っ
た
具
合
に
目
的
別

の
V
R
仮
想
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
現
れ
る
。
リ
ア
ル

で
は
街
か
ら
街
へ
移
動
す
る
た
め
に
時
間
や
燃
料
、

車
や
飛
行
機
が
必
要
に
な
る
が
、
V
R
仮
想
空
間

で
あ
れ
ば
、
ア
ク
セ
ス
権
限
さ
え
あ
れ
ば
、
瞬
時

に
移
動
で
き
る
。

　
m
eta(旧

Facebook)で
は
、
１
週
間
連
続
で

ヘ
ッ
ド
ギ
ア
を
つ
け
て
仮
想
空
間
で
生
活
を
さ
せ
、

そ
の
結
果
、
２
名
が
数
時
間
で
リ
タ
イ
ヤ
、
や
り

通
し
た
人
々
も
ほ
と
ん
ど
が
頭
痛
や
違
和
感
を
覚

え
た
と
い
う
こ
と
だ
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
テ
レ

ワ
ー
ク
を
進
め
た
企
業
で
も
余
白
の
時
間
が
な
い

こ
と
で
作
業
効
率
が
下
が
っ
た
と
い
う
事
例
も
あ

る
。
あ
る
評
論
家
は
、
人
間
は
基
本
的
に
肉
体
を

持
っ
て
お
り
、
リ
ア
ル
の
世
界
の
「
生
物
」
で
あ

る
こ
と
か
ら
は
逃
げ
ら
れ
な
い
、
い
か
に
テ
レ

ワ
ー
ク
や
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
の
世
界
が
発
達
し
た
と

し
て
も
、
人
間
に
は
余
白
の
時
間
が
必
要
で
あ
り
、

例
え
ば
会
議
と
会
議
の
間
の
移
動
時
間
も
前
の
会

議
の
内
容
を
頭
の
中
で
整
理
す
る
の
に
必
要
な
時

間
だ
、
と
述
べ
て
い
る
。
実
際
に
は
、
移
動
時
間

は
頭
の
中
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
を
整
理
す
る（
情
報
を

自
分
の
中
に
落
と
し
込
む
）余
白
の
時
間
と
表
現

し
て
い
る
。

　
ど
う
や
ら
メ
タ
バ
ー
ス
を
語
る
に
は
、
フ
ィ
ジ
カ

ル（
肉
体
）と
デ
ジ
タ
ル（
情
報
）、
も
し
く
は
、
リ
ア

ル
と
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
の
間
を
技
術
的
・
概
念
的
・

ビ
ジ
ネ
ス
的
に
ど
う
埋
め
て
活
用
し
て
い
く
か
、

と
い
う
多
面
的
な
議
論
が
必
要
と
な
り
そ
う
だ
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
フ
ィ
ジ
カ
ル（
肉
体
）と
デ

ジ
タ
ル（
情
報
）、
も
し
く
は
、
リ
ア
ル
と
ヴ
ァ
ー
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メタバースでできること

※
コ
モ
ン
ズ
と
は

　

草
原
、
森
林
、
牧
草
地
、
漁
場
な
ど
の
資
源
の
共

同
利
用
地
の
こ
と
。
地
球
環
境
問
題
へ
の
対
応
が
求

め
ら
れ
る
中
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
モ
ン
ズ
(global 

com
m
ons)た
る
地
球
環
境
の
保
全
に
も
示
唆
を
与

え
る
営
み
と
し
て
、
再
び
脚
光
を
浴
び
て
い
る
。
近

年
で
は
、
自
然
環
境
や
自
然
資
源
そ
の
も
の
を
指
す

と
い
う
よ
り
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
環
境
資
源
が
お
か
れ

た
諸
条
件
の
下
で
、
持
続
可
能
な
様
式
で
利
用
・
管

理
・
維
持
す
る
た
め
の
ル
ー
ル
、
制
度
や
組
織
で
あ

る
と
把
握
さ
れ
て
い
る
。
19
世
紀
の
英
国
で
は
、
都

市
化
や
工
業
化
に
伴
う
オ
ー
プ
ン
・
ス
ペ
ー
ス
の

破
壊
に
反
対
し
、
コ
モ
ン
ズ
の
保
全
運
動
が
始
ま
り
、

そ
の
過
程
で
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
も
生
ま
れ
た
。

日
本
の
入
会
(い
り
あ
い
)も
、
一
定
地
域
の
住
民
が

特
定
の
権
利
を
も
っ
て
、
一
定
の
範
囲
の
森
林
・
原

野
、
漁
場
な
ど
に
入
り
、
木
材
や
魚
の
採
取
な
ど
共

同
利
用
す
る
こ
と
を
指
し
、
コ
モ
ン
ズ
の
一
種
と
い

え
る
。
近
代
化
の
過
程
で
農
村
型
社
会
に
あ
っ
た
多

く
の
コ
モ
ン
ズ
が
消
滅
し
て
き
た
が
、
コ
モ
ン
ズ
が

有
し
て
い
た
機
能
を
現
代
的
に
再
生
す
る
管
理
組
織

の
あ
り
方
や
、
そ
れ
が
成
り
立
つ
条
件
の
解
明
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

※
ア
ジ
ャ
イ
ル

　

人
間
・
迅
速
さ
・
顧
客
・
適
応
性
に
価
値
を
置
く

開
発
手
法
で
あ
る
。
典
型
的
な
ア
ジ
ャ
イ
ル
開
発
で

は
、
チ
ー
ム
主
導
で
設
計
・
実
装
・
デ
プ
ロ
イ
を
短

期
間
に
繰
り
返
し
て
ユ
ー
ザ
ー
が
得
た
価
値
を
学
習

し
適
応
す
る
。
す
な
わ
ち
ト
ラ
イ
ア
ル
ア
ン
ド
エ

ラ
ー
で
開
発
が
行
わ
れ
る
。
ア
ジ
ャ
イ
ル
開
発
を
可

能
に
す
る
開
発
手
法
に
は
エ
ク
ス
ト
リ
ー
ム
・
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ（
品
質
を
向
上
さ
せ
、
変
化
す
る
顧
客

の
要
求
へ
の
対
応
力
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

開
発
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。
短
い
開
発
サ
イ
ク
ル
で
頻

繁
に
「
リ
リ
ー
ス
」
す
る
こ
と
を
推
奨
す
る
こ
と
で
、

生
産
性
を
向
上
さ
せ
、
新
し
い
顧
客
の
要
求
を
採
用

す
る
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
導
入
す
る
こ
と

を
意
図
し
て
い
る
）や
ス
ク
ラ
ム（
複
雑
な
問
題
へ
の

適
応
型
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
チ
ー
ム
で
開
発
し
、
価

値
を
生
み
出
す
た
め
の
軽
量
級
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
）な

ど
が
あ
る
。

前  編



大阪・関西万博　会場建設　寄付事業所のご紹介
（敬称略・順不同）

大阪・関西万博　会場建設へ
ご寄付いただいた皆様へ謹んで御礼申し上げます！

提供：2025年日本国際博覧会協会

　
博
覧
会
国
際
事
務
局
総

会
で
大
阪
・
関
西
万
博
の

開
催
が
正
式
に
承
認
さ
れ
、

日
本
国
際
博
覧
会
協
会
が

基
本
計
画
を
策
定
・
公
表

す
る
な
ど
、
万
博
開
催
に

向
け
た
準
備
が
着
々
と
進

ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、

大
阪
・
関
西
万
博
の
成
功

に
は
経
済
界
の
資
金
協
力

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
関
西
経
済
界

の
一
翼
を
担
う
当
所
で
は
、

２
０
２
１
年
12
月
か
ら
、

博
覧
会
協
会
か
ら
の
協
力

依
頼
に
対
応
し
、
会
員
事

業
所
の
皆
様
へ
会
場
建
設

に
係
る
ご
寄
付
を
募
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
多
く
の
会

員
事
業
所
の
皆
様
よ
り
、

想
定
を
大
き
く
上
回
る

２
、９
５
０
万
円
も
の
寄

付
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

博
覧
会
協
会
へ
お
繋
ぎ
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
今
般
、
一
連
の

感
謝
の
意
を
表
し
、
さ
さ

や
か
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

当
誌
で
も
ご
寄
付
い
た

だ
き
ま
し
た
事
業
所
様

を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
改
め
ま
し
て
、
今
般
の

大
阪
・
関
西
万
博　
会
場

建
設
に
係
る
寄
付
に
ご
協

力
い
た
だ
き
謹
ん
で
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

特別額寄付事業所
久門紙器工業株式会社（当所会頭）

法人寄付事業所
吉泉産業株式会社（当所副会頭） 株式会社アクセス（当所副会頭）

枚方信用金庫（当所副会頭） ダイコロ株式会社（当所副会頭）

安積建設株式会社（当所常議員） エムケイ産業株式会社（当所常議員）

大阪高級鋳造鉄工株式会社（当所常議員） 誠信建設工業株式会社（当所常議員）

大建管理株式会社（当所常議員） 医療法人みどり会中村病院（当所常議員）

日本ペイントオートモーティブコーティングス株式会社
（当所常議員） 日本カタン株式会社（当所常議員）

ローバル株式会社（当所常議員） 植田工業株式会社（当所議員）

交野開発株式会社（当所議員） 株式会社サンエース（当所議員）

株式会社伸和製作所（当所議員） 株式会社たまゆら（当所議員）

ホソカワミクロン株式会社（当所議員）

個人寄付事業所
大森布実子税理士事務所（当所常議員） 平松総合会計事務所（当所監事）

寝屋川編物株式会社（当所監事）
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チ
ャ
ル
を
間
が
ど
の
よ
う
に
埋
ま
っ
て
い
く
の
か
、

コ
モ
ン
ズ
の
考
え
方
を
軸
に
メ
タ
バ
ー
ス
の
概
念
を

整
理
し
た
い
。
次
回
は
メ
タ
バ
ー
ス
を
実
装
す
る

た
め
に
必
要
な
技
術
な
ど
に
つ
い
て
触
れ
て
い
く
。

リ
ア
ル
と
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
を
概
念
的
に
埋
め
る

キ
ー
ワ
ー
ド
「
コ
モ
ン
ズ
」

－

コ
モ
ン
ズ
と
し
て
の
メ
タ
バ
ー
ス
、
コ
モ
ン
ズ

と
し
て
の
交
流
ス
ペ
ー
ス

－

　
先
述
の
ケ
ヴ
ィ
ン
・
ケ
リ
ー
氏
が
メ
タ
バ
ー
ス

に
関
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
対
し
、
そ
の
主
戦
場

を
「
コ
モ
ン
ズ
」
に
置
い
た
こ
と
が
印
象
的
だ
っ

た
。
そ
れ
は
メ
タ
バ
ー
ス
に
お
け
る
リ
ア
ル
と

ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
を
埋
め
る
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、

コ
モ
ン
ズ
が
感
覚
的
に
腑
に
落
ち
る
か
ら
で
あ
ろ

う
。
メ
タ
バ
ー
ス
と
い
う
も
の
が
ど
の
よ
う
に
生

ま
れ
た
の
か
、
そ
れ
を
ハ
ー
ド
や
技
術
で
は
な
く
、

用
途
や
概
念
的
に
捉
え
る
と
、
き
ち
ん
と
系
譜
が

見
え
て
く
る
の
だ
。

　
ど
う
い
う
こ
と
か
。
共
有
地
と
い
う
意
味
が
あ

る
コ
モ
ン
ズ
の
始
ま
り
は
、
近
代
以
前
の
イ
ギ
リ

ス
で
住
民
が
自
治
的
に
管
理
し
て
き
た
共
同
牧
草

地
で
あ
っ
た
。
そ
の
変
遷
の
先
に
共
有
地
と
し
て

の
メ
タ
バ
ー
ス
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
だ
。
海
や

森
な
ど
の
誰
も
が
自
由
に
使
う
こ
と
の
で
き
る
共

有
地
は
、
そ
こ
に
あ
る
資
源
の
乱
獲
の
た
め
に
私

有
地
や
公
有
地
と
な
る
こ
と
で
度
々
失
敗
に
終

わ
っ
て
き
た
。
し
か
し
人
々
は
そ
う
し
た
共
有
地

を
求
め
続
け
る
。
日
本
の
場
合
、
敷
地
面
積
が

非
常
に
狭
い
都
市
部
で
開
発
を
行
う
際
、
共
有

地
と
し
て
そ
の
敷
地
の
一
部
を
提
供
す
る
こ
と

で
、
様
々
な
規
制
緩
和
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
。
高
度
経
済
成
長
真
っ
只
中
の
1
9
5
4
年
に

は
、
都
市
開
発
が
急
激
に
進
み
、
共
有
地
の
荒
廃

や
枯
渇
を
危
惧
し
た
政
府
は
、
都
市
公
園
法
を
制

定
し
、
公
共
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
よ

う
と
し
た
。
オ
ー
ド
リ
ー
・
ヘ
ッ
プ
バ
ー
ン
が
石

造
の
広
場（
共
有
地
か
）で
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
食

べ
な
が
ら
デ
ー
ト
を
す
る
シ
ー
ン
が
印
象
的
な

ロ
ー
マ
の
休
日
が
公
開
さ
れ
た
の
は
、
そ
の
直
前

の
1
9
5
3
年
の
こ
と
だ
。
日
本
で
都
市
公
園
法

が
成
立
し
た
こ
と
に
影
響
を
与
え
た
の
か
ど
う
か

は
わ
か
ら
な
い
が
、
偶
然
に
も
時
期
は
一
致
し
て

い
る
。
現
在
、
都
市
公
園
は
、
屋
外
に
お
け
る
休

息
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
行
う
場
、
ヒ
ー

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
の
緩
和
等
の
都
市
環
境
の
改

善
、
生
物
多
様
性
の
確
保
等
に
大
き
な
効
用
を
発

揮
す
る
緑
地
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
地
震
等
災

害
時
に
お
け
る
避
難
地
等
と
し
て
の
機
能
を
持
つ

公
共
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い

る
。
そ
し
て
、
コ
モ
ン
ズ
の
概
念
が
意
識
さ
れ
る

の
は
自
然
や
屋
外
に
留
ま
ら
な
い
。
公
共
施
設
や

商
業
・
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
等
に
お
い
て
も
休
息
や
交

流
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
イ
ベ
ン
ト
が
行
え
る

よ
う
な
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
余
白
を
設
え
る
こ
と
も
多

く
な
っ
て
き
て
い
る
。
リ
ア
ル
・
フ
ィ
ジ
カ
ル
の

場
面
で
は
こ
の
よ
う
に
コ
モ
ン
ズ
は
変
容
を
遂
げ
、

進
化
し
て
き
た
。
地
域
の
事
業
者
の
社
交
の
場
で

あ
る
当
所
の
新
会
館
建
設
に
も
大
い
に
参
考
に
な

る
概
念
か
も
し
れ
な
い
。

　

そ
ん
な
中
、
1
9
8
0
年
代
に
発
表
さ
れ
た

キ
ャ
ロ
ル
・
ロ
ー
ズ
に
よ
る
「
コ
モ
ン
ズ
の
喜

劇
」
と
い
う
論
文
に
は
、
コ
モ
ン
ズ
へ
の
参
加
者

が
増
え
れ
ば
増
え
る
ほ
ど
、
そ
の
価
値
が
指
数
関

数
的
に
上
が
る
よ
う
な
「
オ
ー
プ
ン
コ
モ
ン
ズ
」

の
概
念
が
提
唱
さ
れ
、
こ
れ
が
社
会
の
繋
が
り
を

拡
張
し
て
い
く
と
予
言
し
た
の
だ
。
こ
の
オ
ー
プ

ン
コ
モ
ン
ズ
が
後
に
普
及
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
概
念
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
。
当
時
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
規
模
の
利
益
に

よ
っ
て
経
済
や
社
会
の
資
本
が
広
が
っ
て
い
く
コ

モ
ン
ズ
界
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
で
あ
っ
た
は
ず
だ
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
み
る
み
る
う
ち
に
成
熟
し
、
今

我
々
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
う
コ
モ
ン
ズ
か
ら

大
い
な
る
便
益
を
享
受
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は

様
々
な
私
有
地
が
存
在
し
、
我
々
が
毎
日
の
よ
う

に
ア
ク
セ
ス
し
て
い
る
あ
ら
ゆ
る
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
も
そ
の
一
つ
だ
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が

誕
生
し
た
の
は
1
9
8
2
年
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
・
プ
ロ
ト
コ
ル
・
ス
イ
ー
ト 

(T
C
P
/

I
P
) ※
が
標
準
化
さ
れ
、
こ
れ
を
採
用
し
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
群
を
世
界
規
模
で
相
互
接
続
す
る

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
う
概
念
が
提
唱
さ
れ
た
。

「
オ
ー
プ
ン
コ
モ
ン
ズ
」
が
提
唱
さ
れ
た
時
期
と

重
な
る
の
だ
。
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
、
リ
ア
ル
・

フ
ィ
ジ
カ
ル
方
面
へ
進
化
し
た
前
述
の
「
リ
ア

ル
」
コ
モ
ン
ズ
と
デ
ジ
タ
ル
・
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
方

面
へ
歩
み
出
し
た
「
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
」
コ
モ
ン
ズ

の
分
岐
点
と
な
っ
た
、
と
想
像
で
き
る
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト

≒

「
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
」
コ
モ
ン
ズ
は
、

そ
の
後
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
よ
る
情
報
発
信
や

様
々
な
業
務
を
熟
す
ワ
ー
ク
ウ
ェ
ア
、
S
N
S

（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
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て
、
そ
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メ
タ
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今
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ー
ド
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あ
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デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
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ョ
ン
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そ
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い
て
い
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め
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X
、
そ
れ
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メ

タ
バ
ー
ス
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ア
ク
セ
ス
す
る
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め
の
パ
ス
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り
う
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、
と
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能
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に
皆
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じ
て
い
る
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ら
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は
な
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だ
ろ
う
か
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そ
れ
ら
が
我
々
の
生
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透
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
に
取
り
上
げ
た
「
コ

ロ
ナ
禍
の
先
に
見
え
る
景
色
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い
ま
さ
ら
聞
け

な
い
５
Ｇ
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量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
も
た
ら

す
未
来
」
の
よ
う
な
世
界
が
広
が
っ
て
い
る
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次
回
は
、
リ
ア
ル
コ
モ
ン
ズ
と
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル

コ
モ
ン
ズ
の
行
く
先
、
そ
し
て
メ
タ
バ
ー
ス
を
実

装
す
る
た
め
に
必
要
な
技
術
、
北
大
阪
へ
落
と
し

込
む
方
法
に
つ
い
て
触
れ
て
い
き
た
い
。
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有
線
、
無
線
な
ど
の
物
理
層
の
違
い
、
イ
ー
サ

ネ
ッ
ト
、
モ
デ
ム
に
よ
る
シ
リ
ア
ル
通
信
な
ど
の
物

理
層
と
デ
ー
タ
リ
ン
ク
層
の
違
い
、
異
な
る
ベ
ン
ダ

や
、
異
な
る
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
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(O
S
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の
間
で
あ
っ
て
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ロ
ト
コ

ル
・
ス
イ
ー
ト
に
対
応
し
て
い
る
機
器
同
士
で
あ
れ

ば
、
相
互
に
通
信
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
プ
ロ

ト
コ
ル
の
仕
様
は
公
開
さ
れ
て
お
り
、
1
9
8
0
年

代
の
業
界
バ
ズ
ワ
ー
ド
で
あ
る
オ
ー
プ
ン
シ
ス
テ
ム

の
い
う
「
オ
ー
プ
ン
」
と
あ
る
程
度
関
連
し
て
い
る
。▲KOIL 柏の葉オープンイノベーションラボ ▲アクセンチュア・イノベーション・ハブ東京



▪ 新入会員ご紹介 ▪ 〜ご入会ありがとうございます〜
（入会申込書の情報を基に、ご紹介の了解を得た事業所分のみ掲載しています）　　　　　  　　　　 　６月30日受付迄受付順

事業所名 営業内容 所 在 地
㈲弁慶 飲食業 枚方市東田宮
灯花 和食料理店 枚方市大垣内町
ＭAS㈱ 内装仕上業 枚方市楠葉丘
(医)あずま会 医療業・訪問介護 浜松市中区八幡町
㈱ＴＭＤ-JAPAN ピュアポリウレア樹脂での防食ライニング工事でがんばっています!! 枚方市長尾台
鎌田塗装店 塗装業 枚方市山之上
㈱惣建 土木現場施工管理のアウトソーシング 枚方市楠葉並木
㈱店舗エージェント 不動産業 大阪市中央区北浜
八幡SPORTS 学生服取扱加盟店、刺繍・プリント加工全般の取り扱い 八幡市男山笹谷
GaKKu 広告物（チラシ、ホームページ、イラストなど）の作成 枚方市池之宮
㈱ジュジュ ハウスクリーニング、Bar 枚方市招提大谷
長尾景将司法書士事務所 司法書士業 大阪市北区西天満
内藤電工 大型店舗、マンション、リフォーム、空調工事などの工事をしています。 八幡市八幡吉原
㈱希工業 建築リフォーム業 八幡市八幡垣内山
Garden皓 外構工事・植木の手入れ 枚方市長尾家具町
大阪桜ノ宮Ａ／Ｏ 生命保険募集、ライフコンサルティング 大阪市北区天満橋
㈱STＭ リフォーム全般、清掃業 枚方市須山町
焼肉旨い牛 焼肉店 枚方市枚方元町
新名工業 建物の外壁防水です 八幡市八幡柿木垣内
夢鶏 テイクアウトからあげ屋 八幡市橋本堂ケ原
クライエール（同） 空調部材、洗浄剤の卸売、洗浄メンテナンス業 寝屋川市香里南之町
奥野　博 ECサイトでの小売業 寝屋川市高柳
美トレ塾　SHAPES フィットネスジム／美容サロン 枚方市渚南町
心身堂airfeel リラクゼーション整体 枚方市堂山
㈱HOLTECH 建設業（耐震工事） 交野市星田
尾崎畳襖店 畳の製作、襖の貼り替え 枚方市堤町
アサヒ産業㈱ 物流倉庫業、商品仕分け 枚方市北片鉾町
アズ不動産㈱ 不動産賃貸業、不動産管理業、保険代理店、リフォーム業 枚方市藤阪元町
夫婦問題相談室　マイ・ハピネス 夫婦問題カウンセリング 寝屋川市大利町
三谷社労士事務所 人事労務、助成金、介護事業の相談・代行・コンサルティング 枚方市津田東町
濱岡正真 建築業 京都市伏見区小栗栖南後藤町
熊猫軒 飲食店の経営 寝屋川市香里本通町
（同）I-field 高齢者向け宅配弁当事業を行っています。 寝屋川市黒原新町
上田社会保険労務士事務所 人事部での経験を基に御社の人事部に＋αの機能を提供します。 枚方市南楠葉
㈱テッタオデザインオフィス ＷEBに特化した中小向けデザインコンサル会社 世田谷区玉川
IKUALＯＷ チョークアート、オーダー看板制作 枚方市禁野本町
㈱夢道場 博多名物鉄板焼肉と馬刺し、他居酒屋として営業しています。 大阪市東成区大今里
いお蔵建築 建設業 枚方市大峰南町
京阪綾匠㈱ リフォーム・リノベーション 枚方市長尾西町
東行政書士事務所 相続、成年後見、許認可、補助金等の代理申請 枚方市大垣内町
㈱Amacon 建設業（内装）リフォーム、無人運営システムコンサル 枚方市中宮本町
（同）翔唯 運送業 寝屋川市黒原新町
エコ・クリエ オーガニック商品の開発・販売 枚方市松丘町
seller yamaguchi 小売・卸売 交野市私部西

三谷社労士事務所

代表　社会保険労務士　三 谷 　 元
枚方市津田東町２-10-27
TEL：072（300）2705

人事労務のパートナーとして、お
客様に寄り添い迅速丁寧な対応で、
プラスαの価値を提供いたします。

新入会員プロフィール
（直近３〜４か月の間に入会の、掲載を

希望された事業所です）

当所では令和４年７月19日（火）、輝きプラザきらら
セミナールーム２にて、第４回目となる新会館建設特別
委員会（松本委員長）を開催致しました。

前委員会では、資金目標及び実現可能かつ必要な面積
を共有、さらに大阪工業大学工学部建築学科 寺地教授、
藤井特任准教授をお迎えし、新会館の具体的な修正案に
ついてプレゼンテーションを行っていただきました。

今回は前委員会でご質問が上がった旧会館と比較した
延床面積のイメージを共有致しました。第２回、第３回
委員会、意見交換会で出た意見を踏まえて、たたき台２
パターンをご提案いただき、委員からは「大ホールが分
割出来るのであれば以前の会議室と内容は変わらないの
で、大ホールはあった方が良いと思う」「会員の方が会
議室を使いたい時に使える会館が良いと思う」「テナン
ト用の倉庫が必要だと思う」「商工会議所はワンストップ
の窓口になって欲しい」などの意見を頂戴しました。ま
た、視察研修会の行き先について審議いただき、当所の
所有している敷地面積と近く、今年の３月に竣工したば
かりの西宮商工会議所と、オープンイノベーションを設
える先端施設（調整中）へ訪問することとなりました。

当所では令和４年６月20日（月）、たまゆらイベント
ホールにて、常議員会並びに通常議員総会（久門哲男会
頭）を開催しました。議件に入る前段に2022年度環境改
善表彰として、㈱アジア化成工業所 様、㈱green建築
工房 様、㈱グリーン京阪 様へ久門会頭から表彰状・記
念品が授与されました。その後、議件に移り、議件①令
和３年度事業報告並びに収支決算報告について、②令和
４年度委託事業収支予算（案）承認について、③新入会員
加入承認についてそれぞれ審議いただき、各議案ともに
満場一致で可決となりました。

続いて報告事項では、①役員・議員異動報告、②月間
事業報告、③その他についてを報告しました。

その他報告では新会館建設特別委員会の進捗として、
６月14日の第３回特別委員会において、事務局案とし
て解体を含む総事業目標額を提示し、そこで出された委
員の皆様のご意見を反映させた修正案を第４回特別委員
会に上程できるよう準備を進めている旨、谷本専務理事
より報告がありました。
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延床面積のイメージ共有と
視察研修会開催を検討

－新会館建設特別委員会－

令和３年度
事業並びに収支決算を報告

－常議員会並びに通常議員総会－

心身ともにリフレッシュ ＆ ゴルフでコミュニケーション！
第35回　会頭杯争奪会員親睦ゴルフ大会

毎年恒例の会頭杯争奪会員親睦ゴルフ大会（当所主催、㈱日刊ス
ポーツ新聞西日本後援）が５月27日（金）枚方カントリー俱楽部に於
いて開催されました。

雨の予報から一転、汗ばむ陽気の晴天に恵まれ、早朝より150名
（一般の部77名・シニアの部60名・レディースの部13名）のご参加
を頂き、和やかな空気の中、和気あいあいとゴルフ自慢の皆様が腕
を競い合いました。

見事優勝されたのは、一般の部　佐々木隆行さん、シニアの部　
阿部　宏さん、レディースの部　藤木恵里さんでした。

今年も新型コロナウイルス感染拡大予防のため、表彰式は、自粛
となりましたが、事業所様よりお寄せいただいたご協賛により、た
くさんの賞品が入賞者に配送されました。

順位 氏　　名
優勝 佐々木隆行

準優勝 森 　 英 介
3 位 小 山 宏 之
4 位 十 河 宏 輔
5 位 片 山 正 紀

（
一
般
の
部
）

順位 氏　　名
優勝 阿 部 　 宏

準優勝 植 田 　 守
3 位 吉 本 　 優
4 位 平﨑健治郎
5 位 森 長 　 進

（
シ
ニ
ア
の
部
）

㈱アクセス／浅田運輸㈲／㈱アド毎広／大森布実子税理士事務所／恩地食品㈱／交野開発㈱／カンケンフロー
システム㈱／久門紙器工業㈱／㈱伸和製作所／誠信建設工業㈱／ダイコロ㈱／㈲タニモト防災／豊岡工業㈱／㈱日刊スポーツ新聞西日本／
日本保安管理保障㈱／日垣水道設備㈱／枚方ゴルフ場㈱／枚方信用金庫／（一社）枚方青年会議所／（公社）枚方納税協会／㈱富士電機製作所／
御浜住宅㈱／宮村商店／㈱森長工業／吉泉産業㈱／ローバル㈱

ご協賛事業所（順不同）

順位 氏　　名
優勝 藤 木 恵 里

準優勝 深 江 春 美
3 位 宮 村 京 順
4 位 木 﨑 清 佳
5 位 大 道 佳 代

（
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部
）（敬称略） （敬称略） （敬称略）
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ひらっく(枚方市立地域活性化支援センター)
〒573-1159
枚方市車塚１-１-１ 輝きプラザきらら６階
WEB：https://www.hirakata-kassei.jp/
F A X：‌�072-851-5384（セミナー名、参

加者名、住所、TELを明記）
T E L：050-7105-8080

事業の紹介、創業に役立つ情報等を発信中！

ウェブ ブログ Facebook

お申し込み・お問い合わせ

テーマ：集客ってどうやるの？～口コミの作り方～ 

お茶しながら起業のコツが学べる♪
ひらかたビジネスカフェ インキュベートルーム

・枚方市立地域活性化支援センターからのお知らせ・

□ ‌�商品（サービス）に自信はあるけれど、集客はどう
頑張ればいいのか不安

□ やっぱりSNSで集客でしょ？知らんけど。
□ ‌�思ったほど口コミでお客さんが増えない…
そんな方はぜひご参加ください。コンサル経験多数
の山本りかさんが、“集客の基本” を解説します。

ひらっく（輝きプラザきらら内）の
インキュベートルームを貸し出します。

日　時：10/14（金）14：00～16：00
会　場：‌�ビィーゴ　枚方市岡本町７番１号枚方ビオ

ルネ５階（京阪「枚方市」駅より徒歩１分）
　　　　※‌�状況によりオンライン（Zoom）開催に変

更の可能性あり
講　師：国際スマホ協会　代表　山本りか 氏
対　象：起業に興味がある方
定　員：12人（先着順）
参加費：1,000円（ドリンク付き）
持ち物：筆記用具・（あれば）名刺

〔９/２（金）10：00より受付開始〕

アドバイザーとの無料相談アドバイザーとの無料相談 部屋の内観部屋の内観

インキュベートルーム外観インキュベートルーム外観

対象は、⑴３年以内に市内で起業したか、または起
業予定の法人・個人 ⑵新事業や新分野に挑戦する中
小企業 ⑶特定創業支援事業等の支援を受けた人。使
用料は月額２万8,100円～３万3,400円。使用期間
は１年間（最長３年間まで更新可）。

▼申込
事前協議書と事業計画書（同センターホームページ
から取り出し可）を持って同センターへ。書類とプレ
ゼンテーションで選考（⑶はプレゼンテーションを
免除）。
※‌�事業計画などの相談・見学希望も受け付け。詳細

は同センターホームページ参照。

本年10月31日をもって当所の役員議員の任期が満了することに伴い、標記１号議員の立候補及び選
挙を以下の通り実施いたします。

つきましては、議員として地域経済の振興・発展にご尽力いただける方の立候補、または、推薦を受
け付けいたします。

会員の皆様に於かれましては引き続きご支援、ご協力の程、何卒よろしくお願い申し上げます。

一.　選 挙 告 示	 令和４年８月22日（月）
一.　立候補締切	 令和４年９月21日（水）
一.　選 挙 期 日	 令和４年９月26日（月）
一.　定　　　数	 70名

立候補または推薦をされる場合は、「北大阪商工会議所１号議員立候補届」（総務部にてご用意してお
ります）に、記載事項をご記入の上、期日までに当所総務部（〒573－1159　枚方市車塚１丁目１－１　輝
きプラザきらら６階）へご提出ください。

※‌�議員にご就任いただきました折は、役員議員特別会費規約により、特別会費のご負担をお願いしてお
ります。

8／22（月） １号議員選挙告示

9／21（水） １号議員立候補締切

9／26（月） １号議員選挙期日

9／27（火）
《選挙委員会》
１号議員確定（定数70名）

10／24（月）
《臨時議員総会》
役員選任（会頭・副会頭、専務理事、常議員、監事）

10／31（月） 議員任期満了日

11／14（月）
《常議員会》
顧問委嘱・理事選任（各委員会正副委員長と委員委嘱、各部会正副部会長と幹事委嘱予定者
報告）

12／５（月）《役員議員懇談会》

１号議員の立候補及び選挙について（お願い）

❖ 役員議員任期満了に伴う改選日程 ❖

議員任期満了の60日前以内に
１号議員確定
（議員の選挙及び選任に関する規約
第６条第１項）



当 所では、環境保全・向上など環境対策に効果的な改善策を実施され、功績顕著な事業所に対し、環境改善表彰
式を行っております。（当所主催、日刊工業新聞社協賛）

今年度は５月の審査会にて取組が高く評価された３社への賞が決定し、6月20日(月)の議員総会にて表彰式が行われ
ました。リサイクル技術委員会委員長であり、当審査委員会委員長の山本 攻氏による表彰理由は以下のとおりです。

環
境
改
善
優
秀
賞

株
式
会
社 

ア
ジ
ア
化
成
工
業
所

　

当
該
事
業
所
は
、
八
幡
市
に
お
い
て
、
照
明
器
具
、
コ
ン
セ

ン
ト
プ
レ
ー
ト
、
ト
ロ
フ
ィ
ー
、
仏
具
な
ど
に
関
わ
る
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
品
の
製
造
や
金
型
設
計
を
し
て
い
ま
す
。「
顧
客
ニ
ー

ズ
が
企
業
を
つ
く
る
」と
い
う
こ
と
を
前
提
に
、
社
員
個
々
人
の

成
長
を
は
か
り
、
結
果
と
し
て
組
織
全
体
と
し
て
の
環
境
適
応

能
力
を
も
持
続
的
に
向
上
さ
せ
て
い
くFA

C
E to face

運
動
を

推
進
し
、「
顧
客
満
足
」「
社
員
の
人
間
と
し
て
の
成
長
」「
会
社

の
発
展
」の
達
成
を
企
業
理
念
と
し
て
い
ま
す
。

　

当
事
業
所
は
、
射
出
成
形
工
程
か
ら
排
出
さ
れ
る
廃
プ
ラ
の

削
減
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
特
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
だ

の
が
、
生
産
計
画
の
見
直
し
に
よ
る
リ
デ
ュ
ー
ス
で
す
。
材
料

の
色
替
え
や
原
料
の
切
替
え
が
最
小
と
な
る
よ
う
に
生
産
計
画

を
立
て
、
射
出
成
形
工
程
か
ら
不
要
な
廃
プ
ラ
が
発
生
し
な
い

よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
成
型
時
に
発
生
す
る
ゲ
ー
ト
や

ラ
ン
ナ
ー
な
ど
の
副
産
物
は
各
成
形
機
に
付
帯
し
て
い
る
粉
砕

機
で
粉
砕
し
て
原
料
の
一
部
と
し
、
各
工
程
で
出
た
不
良
品
は

そ
の
日
の
う
ち
に
集
め
て
翌
日
所
定
の
粉
砕
機
で
処
理
し
原
料

と
し
て
再
利
用
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
ゲ
ー
ト
の
発
生
を
抑

制
す
る
ゲ
ー
ト
レ
ス
金
型
を
提
案
し
、
発
注
元
に
承
認
採
用
さ

れ
た
実
績
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
廃
棄
物
削
減
に
関
す
る
社
員
教
育
、
意
識
付
け
を
大
切

に
し
て
い
ま
す
。
色
替
え
等
の
際
に
発
生
す
る
再
利
用
で
き
な

い
廃
プ
ラ
は
、
成
型
機
ご
と
に
ご
み
袋
を
設
置
し
て
重
量
を
把

握
す
る
と
と
も
に
、
木
く
ず
や
鉄
く
ず
を
入
れ
る
産
廃
コ
ン
テ

ナ
に
全
て
の
廃
棄
物
を
投
入
す
る
方
式
を
改
め
、
廃
プ
ラ
を
完

全
に
分
別
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
ま
た
コ
ン
テ
ナ
の
前
に
障

害
物
を
置
い
て
、
物
理
的
に
ご
み
を
捨
て
に
く
く
し
、
廃
棄
物

削
減
に
対
す
る
注
意
を
喚
起
す
る
工
夫
も
行
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
は
、
週
１
回
の
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
会
議
に
お
い
て
、
毎

回
ご
み
量
の
デ
ー
タ
を
報
告
し
て
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
で
、

社
員
の
意
識
を
高
め
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
取
組
に
よ
り
、
以
前
に
は
毎
月
１
０
０
kg
以
上
が

発
生
し
て
い
た
廃
プ
ラ
は
本
年
３
月
に
は
、
ひ
と
月
で
40‌

kg
に

ま
で
削
減
で
き
た
ほ
か
、
従
来
は
年
に
２
回
排
出
し
て
い
た
８

㎥
の
産
廃
コ
ン
テ
ナ
も
３
㎥
の
も
の
に
小
型
化
し
て
１
年
以
上

排
出
を
行
っ
て
い
な
い
と
い
う
分
別
に
よ
る
削
減
効
果
も
あ
げ

て
お
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
環
境
改
善
と
社
員
の
意
識
改
革
の
二
つ
を
同
時

に
進
め
、
産
業
廃
棄
物
量
の
削
減
に
大
き
な
成
果
を
上
げ
る
取

組
は
、
他
の
事
業
所
に
と
っ
て
模
範
と
な
る
も
の
で
、
環
境
改

善
優
秀
賞
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
評
価
で
き
ま
す
。
今
後
も
、

継
続
し
て
環
境
改
善
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
か
れ
る
こ
と
を
期

待
い
た
し
ま
す
。

　

当
該
事
業
所
は
、
中
古
住
宅
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

事
業
の
中
心
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
住
宅
が
余
っ
て
い
く
時

代
に
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド
を
繰
り
返
す
新
築
で
は

な
く
、
中
古
住
宅
の
構
造
を
生
か
し
な
が
ら
顧
客
の
要

望
に
添
っ
て
作
り
替
え
て
新
た
な
価
値
を
提
供
す
る
と

い
う
理
念
を
持
っ
て
、
２
０
１
２
年
に
創
業
さ
れ
て
い
ま

す
。
当
事
業
の
環
境
改
善
へ
の
取
組
は
、次
の
も
の
で
す
。

　
住
宅
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
行
え
ば
、
新
築
に
比
べ
約

70
％
も
Ｃ
Ｏ
２
の
発
生
量
を
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
、
地

球
温
暖
化
対
策
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
循
環
型
社
会

の
目
標
の
一
つ
で
あ
る
天
然
資
源
の
使
用
削
減
に
も
繋

が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
内
装
な
ど
の
工
事
を
行
う
際
に

は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
使
っ
て
い
る
壁
紙
の
ビ
ニ
ー
ル
ク

ロ
ス
や
ク
ッ
シ
ョ
ン
フ
ロ
ア
の
使
用
を
避
け
、
壁
は
漆
喰

や
珪
藻
土
、
自
然
系
塗
料
で
仕
上
げ
た
り
、
床
に
は
木

材
の
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
を
用
い
る
な
ど
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
使

用
量
削
減
の
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
住
宅
な

ど
に
用
い
る
木
材
は
海
外
産
の
も
の
も
多
く
用
い
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
輸
送
の
際
に
発
生
す
る
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
量

が
小
さ
い
こ
と
に
着
目
し
て
、
国
産
材
の
使
用
を
優
先

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
取
組
は
当
事
業
所
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

に
繋
が
り
、
環
境
対
策
を
一
緒
に
盛
り
上
げ
よ
う
と
い

う
業
者
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
た
り
、
環
境
問
題
に
意
識

の
高
い
人
た
ち
が
求
人
に
応
募
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
対
外
的
取
組
と
し
て
、
環
境
問
題
に
色
々
な

角
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
企
業
や
個
人
を
集
め
て
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
環
境
問
題
を
難
し
い
話
で
は
な
く

身
近
な
話
題
と
し
て
考
え
る
き
っ
か
け
作
り
と
し
て
い

ま
す
。

　
課
題
と
し
て
は
、
自
然
素
材
や
国
産
材
の
価
格
が
高

い
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
を
下
げ
る
工
夫
を
模
索
し
た
り
、

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
い
え
ど
も
工
事
の
際
に
は
廃
棄
物
が

発
生
す
る
の
で
、
こ
れ
ら
を
再
利
用
す
る
仕
組
み
作
り

に
取
り
組
も
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

環
境
問
題
の
解
決
へ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
明
確
に
打
ち

出
し
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
努
力
し
て
い
る
当
事
業
所

の
取
組
は
、他
の
事
業
所
に
と
っ
て
模
範
と
な
る
も
の
で
、

環
境
改
善
優
秀
賞
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
評
価
で
き
ま

す
。
ま
だ
課
題
も
あ
る
取
組
で
す
が
、
今
後
も
様
々
な

工
夫
を
重
ね
ら
れ
て
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
住
宅
が

ま
す
ま
す
普
及
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

環
境
貢
献
優
秀
賞

株
式
会
社 

グ
リ
ー
ン
京
阪

環
境
改
善
優
秀
賞

株
式
会
社
g
r
e
e
n
建
築
工
房

　

当
該
事
業
所
は
交
野
市
に
あ
り
、
造
園
と

エ
ク
ス
テ
リ
ア
工
事
を
主
に
し
た
建
設
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
当
事
業
所
の
環
境
面
で
の

社
会
貢
献
は
、
２
０
２
０
年
12
月
の
社
屋
移

転
を
機
に
建
物
の
周
辺
に
緑
地
を
設
置
し
、

こ
れ
を
地
域
住
民
の
方
々
へ
の
公
開
緑
地
と

し
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

社
屋
が
立
地
し
て
い
る
場
所
は
、
第
２
京

阪
道
路
に
隣
接
し
て
お
り
、
周
辺
に
は
巨
大

な
物
流
倉
庫
な
ど
が
建
設
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
地
域
は
殺
風
景
な
景
観
と
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
公
開
さ
れ
て
い
る
緑
地
は
、
広
い
目

の
面
積
を
確
保
し
、
社
屋
と
道
路
の
間
に
は

洋
風
の
庭
園
に
あ
る
通
路
と
、
和
風
の
庭
園

の
通
路
が
作
ら
れ
、
住
民
の
方
が
庭
園
鑑
賞

を
で
き
る
よ
う
な
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
２
階
の
ル
ー
フ
ガ
ー
デ
ン
に
も
樹
木
が

植
え
ら
れ
、
将
来
は
地
上
の
樹
木
と
一
体
と

な
っ
て
緑
の
景
観
が
で
き
る
よ
う
な
工
夫
も

さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
取
組
に
よ
っ
て
、

近
隣
の
方
か
ら
も
高
い
評
価
を
受
け
て
お
ら

れ
、緑
地
設
置
は
地
域
の
環
境
改
善
に
役
立
っ

て
い
ま
す
。

　

造
園
業
務
に
お
い
て
も
、
施
主
の
庭
園
を

施
工
す
る
際
に
は
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
を
１
本

進
呈
し
、
緑
化
へ
の
関
心
を
高
め
る
取
組
を

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
施
主
の
了
解
を
得

ら
れ
れ
ば
、
再
生
生
コ
ン
の
利
用
や
石
垣
に

用
い
て
い
た
石
材
の
再
利
用
を
行
っ
た
り
、

駐
車
場
に
緑
化
ブ
ロ
ッ
ク
を
施
工
し
緑
化
率

50
％
を
確
保
す
る
な
ど
、
温
室
効
果
ガ
ス
の

削
減
や
省
資
源
へ
の
取
組
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
環
境
に
配
慮
し
た
取
組
を
継

続
さ
れ
て
い
る
中
で
公
開
緑
地
を
設
置
さ
れ

た
こ
と
は
、
環
境
改
善
に
貢
献
す
る
取
組
と

し
て
優
秀
で
あ
る
と
評
価
で
き
ま
す
。
今
後

は
、
公
開
緑
地
を
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス
と
し
、
環

境
改
善
へ
の
取
組
を
生
か
し
た
造
園
業
務
に

継
続
し
て
取
り
組
ん
で
行
か
れ
る
こ
と
を
期

待
い
た
し
ま
す
。

環境表彰

表彰のポイント

㈱アジア化成工業所、㈱グリーン京阪、㈱green建築工房
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９月の専門相談・金融相談日
商工会議所の専門経営相談をご利用下さい

専門家専門家ががどんな相談どんな相談にもにも
的確なアドバイス的確なアドバイス
専門家専門家ががどんな相談どんな相談にもにも
的確なアドバイス的確なアドバイス
専門家がどんな相談にも
的確なアドバイス 秘密

厳守
費用
無料!

きらら事務所　中小企業相談所　TEL 072（843）5154
枚方市駅前事務所　　　　　TEL 072（843）5157
寝屋川支所　　　　　　　　TEL 072（828）5151
交野支所　　　　　　　　　TEL 072（892）6700

お気軽にご利用下さい要予約

相談内容 相　談　日 時　　　間 担当相談員
法 　　 律（於：枚方市駅前事務所） ９月６日（火）・27日（火） 午後２時〜４時 弁　   護　   士　門 前 武 彦　先生
法 　　 律（於：寝屋川支所） ９月21日（水） 午後２時〜４時 弁　   護　   士　松 本 　 勉　先生
税務・経理（於：枚方市駅前事務所） ９月14日（水）・ 28日（水） 午後１時30分〜３時30分 税　   理　   士　杉 本 隆 志 先生
労 　　 務（於：枚方市駅前事務所） 随　　　時 特定社会保険労務士　植 田 直 美　先生
特許・商標（於：きらら事務所） 随　　　時 弁　   理　   士　中 川 信 治　先生
金 　 融※

〈公庫・国民生活事業〉
（於：‌�きらら事務所にて

オンライン相談） 随　　　時 日本政策金融公庫　守口支店（国民生活事業）
融資相談担当者

北大阪商工会議所

当所会員事業所に永年にわたり勤務され成績優秀な従業員の方に、より一層の勤労意欲の向上を促すと共に、商工業の振興、
発展に資することを目的として、北大阪商工会議所が主体となり表彰を実施致します。普段なかなか形にできない従業員の
方々に対する感謝を表す機会、またその功績を称える機会として、有効にご活用ください。

推薦基準を満たす方がおられましたら、下記要項を確認の上、締切日厳守にてご推薦くださいますようお願い申し上げます。
なお、式典当日は新型コロナウイルス感染症対策を講じながら開催させていただきます。また、感染拡大など、状況によっ

ては中止・延期をさせていただく場合がございますので、ご理解・ご協力の程宜しくお願い申し上げます。

◆ 負担金請求
被表彰者の決定後、事業所宛に請求書を送付致します

◆ 表　彰
‌� 北大阪商工会議所会頭より表彰状と記念品を授与します
◆ 推薦基準
‌� 貴事業所において勤続年数３年以上の従業員の方で、次の事

項に該当するもの
①出勤成績が良好であるもの
②‌�業務の合理化、創意工夫等により業績の向上に貢献しているもの
③業務に誠実で勤務態度が他の模範となるもの
④接客・サービス等が優良と認められるもの
⑤事業所内外を問わず他の模範となるもの
⑥その他、上記に準ずる功績のあったもの

北大阪商工会議所　中小企業相談所地域振興課内　優良従業員表彰事務局
〒573-1159 大阪府枚方市車塚１-１-１ 輝きプラザきらら６階　枚方市立地域活性化支援センター内
<TEL> 072-843-5152 ／ <FAX> 072-841-0173（つながらない場合は072-807-3051へ）

◆ 被表彰者区分及び事業所負担金
‌� 当所会員事業所に３年以上勤務する従業員で、表彰は

次の３種類に区分する

※‌�勤続年数30年以上の被表彰者には日本商工会議所会頭との連名表
彰状をお渡し致します。

令和４年度　優良従業員表彰　推薦募集のお知らせ

表彰式 日時 令和４年11月７日（月）　午後２時00分

表彰式 会場 枚方市立地域活性化支援センター たまゆらイベントホール （輝きプラザきらら７階）
住所：枚方市車塚１丁目１番１号

推薦方法 別紙推薦書に詳細記入の上、FAX、又は、郵便で事務局までご送付ください
推薦書は、北大阪商工会議所HPよりダウンロードできます

申込締切 令和４年９月30日（金）　※申込締切期日の厳守にご協力ください

表彰区分 勤続年数 事業所負担金
（1 名につき）

１ ３年以上10年未満 10,000円(税込)

２ 10年以上20年未満 13,000円(税込)

３ 20年以上 15,000円(税込)

お問合せ・
推薦書送付先

注意：※は通常の相談日と異なります。 金融相談をご希望の方は決算書及び確定申告書類等の電子データが必要です。申込・問い合わせは指導課（072－843－5154）へ
　　　◎枚方市駅前事務所へお越しの際、ビオルネ提携駐車場をご利用されると割引サービスがあります。



Nijiriguchi
〒573-0071 大阪府枚方市茄子作４丁目26-37
TEL：072-395-7164　　URL：https://watasukicafe.base.shop/

ワタスキ珈琲焙煎所

〒573-1146 大阪府枚方市牧野阪２丁目２番18号
TEL：072-866-1300　　URL：https://www.11ne11ne.com/

株式会社 いいねいいねドットコム

今
回
の
主
人
公
は
、
2
0
2
2
年
４

月
26
日
に
茄
子
作
で
「
ワ
タ
ス
キ

珈
琲
焙
煎
所
」
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
所
長
の

田
本　
修
氏
と
、「
ワ
タ
ス
キ
珈
琲
焙
煎
所
」

を
コ
ラ
ボ
経
営
し
て
い
る
「
い
い
ね
い
い
ね

ド
ッ
ト
コ
ム
」
の
代
表
取
締
役
・
衣
笠
真
佐

美
氏
の
２
人
だ
。
衣
笠
氏
は
「
お
母
さ
ん
が

活
躍
で
き
る
場
所
を
作
り
た
い
」
と
い
う
思

い
か
ら
、
北
大
阪
商
工
会
議
所
の
支
援
を
受

け
て
、
主
婦
の
た
め
の
情
報
サ
イ
ト
「
い
い

ね
い
い
ね
ド
ッ
ト
コ
ム
」
を
2
0
1
0
年
に

開
設
。「
い
い
ね
い
い
ね
ド
ッ
ト
コ
ム
」
の

事
業
は
多
岐
に
わ
た
る
。
数
多
く
の
母
親
か

ら
母
親
目
線
で
の
率
直
な
意
見
を
企
業
へ
と

伝
え
る
事
業
を
主
と
し
て
、
セ
ミ
ナ
ー
の
講

師
や
、
子
供
が
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど

を
開
催
す
る
な
ど
、
開
設
か
ら
10
年
以
上
経

ち
、
母
親
目
線
で
の
意
見
を
提
供
し
て
く
れ

る
会
員
の
数
は
今
や
3
0
0
0
人
を
超
え
て

い
る
。
今
回
の
も
う
一
人
の
主
人
公
、
田
本

氏
は
、「
い
い
ね
い
い
ね
ド
ッ
ト
コ
ム
」
の

取
引
相
手
で
あ
る
食
品
会
社
で
か
つ
て
役
員

と
し
て
働
き
つ
つ
、
煙
が
出
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
自
宅
で
珈
琲
豆
を
焙
煎
し
て
い
た
ほ

ど
の
珈
琲
好
き
で
あ
る
。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で

も
親
し
か
っ
た
２
人
だ
が
、
田
本
氏
の
定
年

退
職
を
き
っ
か
け
に
衣
笠
氏
と
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
て
、「
ワ
タ
ス
キ
珈
琲
焙
煎
所
」

が
誕
生
し
た
。「
ワ
タ
ス
キ
珈
琲
焙
煎
所
」

は
、『
購
入
後
に
目
の
前
で
生
豆
を
焙
煎
し

て
く
れ
る
』
枚
方
で
は
数
少
な
い
お
店
だ
。

き
っ
か
け
は
コ
ロ
ナ
に
よ
る
在
宅
勤
務

食
品
会
社
役
員
と
し
て
東
京
で
勤
務
し
て

い
た
田
本
氏
。
自
宅
で
焙
煎
し
た
珈
琲
豆
を

友
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
な
ど
し
て
、
珈
琲

を
趣
味
と
し
て
楽
し
ん
で
い
た
。
そ
ん
な
あ

る
日
、
衣
笠
氏
か
ら
突
然
連
絡
が
。「
自
宅

で
珈
琲
を
飲
ん
で
い
る
も
の
の
、
珈
琲
を

飲
ん
で
い
る
気
が
し
な
い
」。
そ
れ
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
お
店
で

の
本
格
的
な
珈
琲
を
楽
し
め
な
く
な
っ
た
衣

笠
氏
の
悲
痛
な
声
だ
っ
た
。
そ
の
言
葉
が
田

本
氏
を
動
か
し
た
。
田
本
氏
は
焙
煎
し
た
豆

と
サ
イ
フ
ォ
ン
を
衣
笠
氏
に
送
り
、
さ
っ
そ

く
「
美
味
し
い
」
と
お
礼
の
言
葉
が
返
っ
て

き
た
。
田
本
氏
は
そ
こ
に
喜
び
を
感
じ
た
の

だ
っ
た
。

そ
う
し
て
し
ば
ら
く
珈
琲
豆
の
や
り
取
り

が
続
い
た
あ
る
日
、
衣
笠
氏
は
田
本
氏
に
焙

煎
し
た
豆
を
販
売
し
な
い
か
と
提
案
。
衣
笠

氏
は
前
述
の
と
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
外
出
し

づ
ら
く
な
り
、
本
格
的
な
珈
琲
に
飢
え
て

い
た
。
そ
ん
な
時
に
田
本
氏
か
ら
送
ら
れ
て

き
た
珈
琲
豆
と
道
具
が
衣
笠
氏
を
変
え
た
。

様
々
な
お
店
に
珈
琲
豆
を
買
い
に
行
き
、
飲

み
比
べ
た
結
果
、
田
本
氏
の
焙
煎
し
た
珈
琲

豆
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
改
め
て
思
い
知
っ
た

衣
笠
氏
は
、
田
本
氏
に
こ
う
言
っ
た
。「
田
本

さ
ん
お
店
、
や
れ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」

田
本
氏
に
と
っ
て
は
思
い
も
し
な
い
申
し
出

だ
っ
た
。
齢
60
で
定
年
退
職
後
、
再
雇
用
で

職
場
に
残
っ
た
。
し
か
し
ど
う
し
て
も
感
じ

て
し
ま
う
物
足
り
な
さ
。
追
い
打
ち
を
か
け

る
よ
う
に
コ
ロ
ナ
禍
で
在
宅
勤
務
と
な
っ
て

い
た
田
本
氏
は
く
す
ぶ
っ
て
い
た
。

「
や
る
ん
だ
っ
た
ら
、
早
い
方
が
い
い
な
」

田
本
氏
の
決
断
は
早
か
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
実
店
舗
を
持
つ
わ
け

で
は
な
く
、
ネ
ッ
ト
販
売
を
勧
め
た
衣
笠
氏

は
、
牧
野
に
あ
る
「
い
い
ね
い
い
ね
ド
ッ
ト
コ

ム
」
の
事
務
所
で
そ
の
豆
を
使
っ
た
珈
琲
を

販
売
で
き
れ
ば
と
構
想
を
膨
ら
ま
せ
て
い
た
。

し
か
し
彼
が
東
京
か
ら
枚
方
に
や
っ
て
き
た

2
0
2
1
年
の
秋
ご
ろ
、
２
人
は
事
務
所
と

は
別
に
、
実
店
舗
を
持
つ
こ
と
を
決
断
し
て

い
た
。

「
本
当
は
沖
縄
で
お
店
を
開
こ
う
と
思
っ
て

い
た
ん
で
す
」
と
田
本
氏
は
振
り
返
る
。
沖

縄
県
で
お
店
を
開
く
こ
と
が
憧
れ
だ
っ
た
田

本
氏
の
前
に
立
ち
ふ
さ
が
っ
た
の
は
、
沖
縄

県
の
不
動
産
価
格
の
高
さ
だ
っ
た
。
沖
縄
を

諦
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
田
本
氏
の
相
談
に

乗
っ
た
の
も
衣
笠
氏
だ
っ
た
。
そ
の
衣
笠
氏

の
相
談
に
乗
っ
た
の
が
、
な
ん
と
北
大
阪
商

工
会
議
所
。
オ
ス
ス
メ
の
物
件
は
な
い
か
相

談
し
た
り
も
し
た
そ
う
だ
。
北
大
阪
商
工

会
議
所
の
こ
と
は
学
校
だ
と
思
っ
て
い
る
と

衣
笠
氏
は
言
う
。「
い
い
ね
い
い
ね
ド
ッ
ト

コ
ム
」
創
業
時
か
ら
、
ず
っ
と
事
業
の
こ
と

を
気
に
か
け
て
く
れ
て
い
て
、
相
談
も
し
や

す
い
空
気
が
あ
る
。
何
よ
り
も
本
当
に
役
立

つ
ア
ド
バ
イ
ス
が
も
ら
え
る
。
今
回
も
そ
う

だ
っ
た
。

２
人
の
物
件
探
し
は
、
店
舗
兼
住
居
と
い

う
条
件
も
あ
っ
て
難
航
し
た
が
、
１
件
だ
け

条
件
の
合
う
物
件
が
茄
子
作
に
見
つ
か
っ
た
。

そ
れ
が
現
在
の
「
ワ
タ
ス
キ
珈
琲
焙
煎
所
」

で
あ
る
。「
条
件
に
合
う
店
舗
は
、
本
当
に

こ
こ
し
か
な
か
っ
た
」
と
２
人
は
口
を
揃
え

て
言
う
。
結
果
的
に
家
賃
も
沖
縄
よ
り
も
か

な
り
抑
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
で
は
茄
子

作
や
枚
方
の
立
地
な
ど
の
環
境
に
も
満
足
し

て
い
る
と
い
う
。

そ
し
て
つ
い
に
ワ
タ
ス
キ
珈
琲
焙
煎
所
、

オ
ー
プ
ン

そ
ん
な
こ
ん
な
で
2
0
2
2
年
４
月
26
日

に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
ワ
タ
ス
キ
珈
琲
焙
煎

所
」。
店
名
の
由
来
は
「
私
の
好
き
な
珈
琲

淹
れ
て
み
ま
し
た
。」
の
略
称
だ
。『
ワ
タ
シ

の
ス
キ
な
豆
を
、
ワ
タ
シ
の
ス
キ
な
珈
琲
を

淹
れ
る
か
ら
一
緒
に
飲
み
ま
し
ょ
う
』
と
い

う
ス
タ
ン
ス
か
ら
き
て
い
る
。
お
店
に
出
す

珈
琲
で
特
に
こ
だ
わ
っ
た
の
は
「
新
鮮
さ
」。

田
本
氏
の
珈
琲
豆
が
美
味
し
い
の
は
「
新
鮮
」

で
あ
る
か
ら
に
違
い
な
い
と
考
え
た
衣
笠
氏

は
、
目
の
前
で
生
豆
を
焙
煎
し
て
販
売
す
る

こ
と
に
こ
だ
わ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
正
確
で

細
や
か
な
焙
煎
が
可
能
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制

御
の
焙
煎
機
を
導
入
。
焙
煎
度
合
を
１
～
５

の
間
で
設
定
で
き
る
優
れ
も
の
だ
。
新
鮮
さ

を
求
め
る
代
償
と
し
て
焙
煎
に
10
分
近
く
の

時
間
を
要
し
て
し
ま
う
が
、
待
ち
時
間
に
お

店
で
珈
琲
を
淹
れ
て
、
１
杯
無
料
で
提
供
す

る
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
を
考
案
。
コ
ー
ヒ
ー
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
資
格
を
も
つ
田
本
氏

の
珈
琲
が
無
料
で
飲
め
る
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
て
お
客
様
の
評
判
は
上
々
だ
。

豆
の
仕
入
れ
に
も
拘
る
。
生
産
国
は
も
ち

ろ
ん
、
味
、
香
り
、
値
段
ま
で
、
バ
ラ
エ

テ
ィ
豊
か
な
豆
を
揃
え
た
。
店
内
に
は
様
々

な
国
の
豆
が
用
意
さ
れ
、
値
段
も
4
0
0
円

か
ら
2
8
0
0
円
ま
で(

2
0
2
2
年
７
月

時
点)

と
本
当
に
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
富
だ
。
そ

し
て
豆
売
り
で
は
珍
し
い
1
0
0
ｇ
単
位
で

の
販
売
を
行
っ
て
い
る
。
焙
煎
す
る
手
間
は
、

豆
の
量
が
1
0
0
ｇ
で
あ
ろ
う
と
１
㎏
で
あ

ろ
う
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
た
め
、
少
量
で

焙
煎
す
る
お
店
は
少
な
い
。
田
本
氏
の
色
々

な
珈
琲
豆
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
と
い

う
思
い
と
、
衣
笠
氏
の
か
つ
て
少
量
の
珈
琲

豆
を
求
め
た
体
験
か
ら
、
1
0
0
ｇ
単
位
で

の
販
売
は
「
ワ
タ
ス
キ
珈
琲
焙
煎
所
」
の
拘

り
の
ひ
と
つ
だ
。

販
売
す
る
豆
の
中
に
は
衣
笠
氏
が
苦
手
な

も
の
も
あ
る
と
い
う
。
例
え
ば
、
ブ
ラ
ン

デ
ー
の
よ
う
な
香
り
が
す
る
豆
。
衣
笠
氏
は

あ
え
て
「
苦
手
な
珈
琲
豆
が
あ
る
」
と
お
客

様
に
伝
え
、
そ
こ
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
広
が
り
、
興
味
を
惹
か
れ
、
そ
の
珈

琲
豆
を
購
入
し
て
い
く
客
も
い
る
と
い
う
。

1
0
0
ｇ
単
位
で
販
売
す
る
こ
と
に
拘
っ
た

「
ワ
タ
ス
キ
珈
琲
焙
煎
所
」
な
ら
で
は
の
冒

険
で
は
な
い
か
と
衣
笠
氏
も
自
負
す
る
。

「
ワ
タ
ス
キ
珈
琲
焙
煎
所
」
が
開
店
し
て

ま
だ
数
ヶ
月
。
常
連
客
を
す
で
に
掴
ん
で
い

る
。「
昔
飲
ん
だ
珈
琲
が
忘
れ
ら
れ
な
い
」

と
い
う
あ
る
お
客
様
か
ら
リ
ク
エ
ス
ト
を
受

け
て
、
お
店
で
試
行
錯
誤
の
末
に
納
得
で
き

る
珈
琲
を
一
緒
に
作
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

別
の
常
連
客
か
ら
は
、「
ワ
タ
ス
キ
珈
琲
焙

煎
所
の
豆
を
使
っ
た
珈
琲
を
淹
れ
た
瞬
間
に

幸
せ
に
な
れ
た
、
そ
の
お
礼
に
」
と
、
お
店

の
ロ
ゴ
を
あ
し
ら
っ
た
消
し
ゴ
ム
ハ
ン
コ
を

も
ら
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

珈
琲
が
嫌
い
な
人
で
も
好
き
に
な
れ
る

お
店
を
目
指
す

お
客
様
各
々
の
嗜
好
に
合
わ
せ
て
、
珈
琲

を
提
案
す
る
、
言
わ
ば
珈
琲
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
も
い
つ
か
挑
戦
し
た
い
と

田
本
氏
は
語
る
。
珈
琲
豆
を
自
販
機
や
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
で
販
売
す
る
こ
と
に
も
興
味
が
あ

る
そ
う
だ
。「『
あ
そ
こ
の
珈
琲
が
お
い
し
い

よ
ね
』
っ
て
た
く
さ
ん
の
人
が
言
っ
て
く
れ
て
、

そ
う
い
っ
た
評
判
が
定
着
す
る
こ
と
が
一
番
う

れ
し
い
で
す
」
と
田
本
氏
。
衣
笠
氏
は
当
初

の
構
想
通
り
、
牧
野
駅
前
に
あ
る
自
身
の
事

務
所
で
サ
テ
ラ
イ
ト
店
を
開
店
。
毎
週
木
曜

限
定
で
事
務
所
前
に
出
て
サ
ン
プ
ル
配
布
と

販
売
を
行
っ
て
い
る
。
こ
ち
ら
も
好
評
だ
。

「
ワ
タ
ス
キ
珈
琲
焙
煎
所
に
行
く
と
、
珈

琲
の
こ
と
が
嫌
い
で
も
、
好
き
に
な
れ
る
か

も
し
れ
な
い
、
違
う
も
の
を
教
え
て
く
れ
る

か
も
、
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
も
ら
い
た
い

ん
で
す
」
田
本
氏
と
衣
笠
氏
の
挑
戦
は
ま
だ

は
じ
ま
っ
た
ば
か
り
。「
枚
方
で
お
店
を
開

い
て
よ
か
っ
た
」、
紆
余
曲
折
あ
っ
た
け
れ

ど
、
田
本
氏
は
心
の
中
で
そ
う
思
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
本
当
は
沖
縄
で
お
店
を
開
こ
う
と
思
っ
て
い
た
」

―‌�

そ
ん
な
ワ
タ
ス
キ
珈
琲
焙
煎
所
が
枚
方･

茄
子
作
を

選
ん
だ
と
て
も
シ
ン
プ
ル
で
重
要
な
ワ
ケ 
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◇
行
基
さ
ん
は
縁
起
が
多
い

行
基
さ
ん
が
創
基
し
た
と
い
う
縁
起
を
も

つ
寺
が
多
い
。
有
名
な
寺
も
史
料
が
な
い
寺

も
あ
る
。
広
く
仏
教
の
福
田
活
動
を
し
た
行

基
さ
ん
は
親
し
み
や
す
く
、
わ
ず
か
な
関
わ

り
を
大
事
に
し
て
、
多
く
の
寺
が
縁
起
に
し

た
の
だ
ろ
う
。

若
い
頃
、
ハ
イ
キ
ン
グ
で
行
っ
た
私
市

（
交
野
市
）の
名
刹
「
獅
子
窟
寺
」
の
仁
王
門
址

の
前
方
の
石
の
柱
に
、
確
か
「
行
基
さ
ん
」
の

名
前
が
刻
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。

あ
の
寺
も
行
基
さ
ん
に
関
す
る
由
緒
が
あ
っ

た
の
だ
と
思
い
、
も
う
一
度
訪
ね
て
み
た
。

急
峻
な
坂
を
上
り
切
っ
た
牛
臥
石
の
前
に
、

記
憶
に
あ
る
２
ｍ
ば
か
り
の
石
柱
が
あ
っ
た
。

残
念
な
が
ら
、
半
世
紀
の
歳
月
で
急
激
に
風

化
が
進
み
判
読
が
難
し
い
。
じ
っ
く
り
見
る

と
、
な
ん
と
か
「
聖
武
天
皇
勅
願　
行
基
菩

薩
開
創　
役
行
者　
弘
法
大
師　
修
行
之
旧

蹟
」
と
読
め
る
。
記
憶
ど
お
り
で
あ
っ
た
。

同
寺
の
信
徒
講
が
建
立
し
た
よ
う
で
あ
る
。

同
寺
は
標
高
３
１
９
ｍ
の
山
腹
に
あ
り
、
豊

か
な
緑
に
囲
ま
れ
、
御
本
尊
は
国
宝
の
「
木

造
薬
師
如
来
坐
像
」
で
あ
る
。
国
宝
を
拝
観

す
る
に
は
予
約
が
い
る
が
、
堂
々
と
し
た
美

し
い
像
で
あ
る
。（
写
真
①
、
獅
子
窟
寺
の
石

柱
に
「
行
基
菩
薩
」
の
か
す
か
な
文
字
）

◎
獅
子
窟
寺（
京
阪
交
野
線
河
内
森
駅

下
車
。
東
へ
、
天
田
神
社
を
経
て
山
上

へ
。
徒
歩
約
30
分
、
高
野
山
真
言
宗
、
薬
師

像
拝
観
は
要
予
約
、
０
７
２
‒
８
９
１
‒

６
６
９
３
）

◇
行
基
の
福
田
事
業

行
基（
６
６
８
～
７
４
９
）は
、
渡
来
系

氏
族
出
身
の
仏
僧
で
あ
る
。
今
か
ら
約

１
２
５
０
年
前
、
奈
良
時
代（
７
１
０
～

７
８
４
）、
貧
し
い
人
々
を
救
う
た
め
、
多

く
の
福
田
事
業（
開
墾
、
水
路
、
灌
漑
、
井

戸
、
橋
造
り
な
ど
）を
行
い
、
民
衆
に
よ
り

生
存
中
か
ら
菩
薩
と
呼
ば
れ
、
文
殊
菩
薩
の

化
身
と
い
わ
れ
た
。

行
基
は
、
仏
教
を
学
び
、
山
林
修
行
を
経

て
、
新
設
さ
れ
た
平
城
京
で
布
教
を
始
め
る
。

し
か
し
、
官
僧
と
し
て
認
め
ら
れ
ず
、
始
め

は
弾
圧（
７
１
７
）さ
れ
、
凡
僧
と
蔑
ま
れ
た
。

行
基
は
一
旦
、
生
ま
れ
故
郷
の
和
泉
国
に
帰

る
が
、
布
教
の
た
め
の
福
田
事
業
は
や
め
な

か
っ
た
。
そ
の
行
基
が
、
交
野
ケ
原
の
北
辺
、

楠
葉
に
現
れ
た
の
だ
。

◇
楠
葉
に
「
布
施
屋
」
を
つ
く
る

弾
圧
の
真
っ
た
だ
中
、
行
基
は
、
霊
亀
２

年（
７
１
６
）、
楠
葉
に
救
護
施
設
「
布
施

屋
」
を
設
け
る
。
畿
内
交
通
の
要
衝
に
「
布

施
屋
」
を
造
っ
て
き
た
う
ち
の
ひ
と
つ
で

あ
っ
た
。
そ
の
頃
、
楠
葉
は
交
野
ケ
原
で
最

も
早
く
開
け
た
交
通
の
要
衝
だ
っ
た
。
し
か

し
、
街
の
裏
側
で
虐
げ
ら
れ
た
多
く
の
民
衆

が
苦
難
に
あ
え
い
で
い
た
。

和
銅
３
年（
７
１
０
）、
平
城
京
遷
都

（
７
１
０
）が
行
わ
れ
た
。
ヤ
マ
ト
王
権
が
中

央
集
権
国
家
と
し
て
の
体
制
を
整
え
る
べ
く
、

唐
の
長
安
を
ま
ね
宮
都
「
平
城
京
」
を
造

る
こ
と
と
し
た
の
だ
。
建
物
は
未
完
成
の
ま

ま
強
行
さ
れ
、
造
営
が
続
い
た
。
和
銅
４
年

（
７
１
１
）に
は
、
官
道
が
定
め
ら
れ
、
平
城

京
か
ら
一
定
距
離
ご
と
に
「
駅（
う
ま
や
）」

が
置
か
れ
、
乗
り
継
ぎ
の
た
め
の
馬
を
常
備

さ
せ
た
。
楠
葉
は
、
淀
川
を
渡
る
と
東
海
や

山
陰
、
さ
ら
に
主
要
道
、「
山
陽
道
」
に
至

る
水
陸
交
通
の
要
衝
で
あ
り
、「
楠
葉
駅（
う

ま
や
）」
が
置
か
れ
た
。
し
か
し
「
駅（
う
ま

や
）」
は
、
朝
廷
や
地
方
の
役
人
が
利
用
す

る
官
の
施
設
で
一
般
人
は
利
用
で
き
な
か
っ

た
。
平
城
京
造
営
に
動
員
さ
れ
た
労
働
者

や
税
の
物
品
を
運
ぶ
運
脚
夫
は
「
駅（
う
ま

や
）」
を
利
用
で
き
な
か
っ
た
。
行
き
も
帰

り
も
、
食
料
が
無
く
行
き
倒
れ
に
な
る
者
が

多
か
っ
た
。
苦
難
の
民
衆
を
救
護
し
た
の
が

行
基
で
あ
っ
た
。
布
施
屋
は
「
楠
葉
駅（
う

ま
や
）」
の
近
く
に
設
け
ら
れ
た
と
思
わ
れ

る
。
労
働
者
や
運
脚
夫
が
、
植
樹
さ
れ
た
木

の
下
で
休
憩
し
、
水
を
飲
み
、
実
っ
た
果
物

を
食
べ
、
簡
単
な
食
物
を
摂
れ
る
程
度
の
施

設
で
あ
っ
た
ろ
う
。
貧
困
と
過
酷
な
労
役
に

打
ち
の
め
さ
れ
た
民
衆
に
と
っ
て
救
い
の
施

設
で
あ
っ
た
。
建
設
や
運
営
の
経
費
は
す
べ

て
行
基
の
弟
子
や
支
援
す
る
「
知
識
」
ら
の

寄
付
や
布
施
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
た
。
楠
葉

の
ど
こ
か
で
「
楠
葉
駅
」
の
遺
構
が
見
つ
か

れ
ば
掘
っ
建
て
柱
造
り
の
立
派
な
も
の
だ
ろ

う
が
、
そ
の
か
た
わ
ら
に
行
基
の
布
施
屋
が

ひ
っ
そ
り
と
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
。

◇
久
修
園
院
を
建
立

楠
葉
で
の
行
基
の
活
躍
は
ま
だ
あ
る
。
神

亀
２
年（
７
２
５
）、
近
く
の
淀
川（
山
﨑

川
）に
山
﨑
橋
を
架
け
る
。
行
基
の
師
、
道

昭
が
、
淀
川
に
架
橋
し
た
橋
げ
た
の
一
部

が
、
わ
ず
か
に
残
っ
て
い
た
。
そ
れ
を
見
つ

け
、
行
基
は
、
福
田
事
業
の
先
駆
者
で
あ
る

道
昭
の
徳
を
慕
い
、
再
架
橋
す
る
。
橋
の
維

持
管
理
の
た
め
、「
院
」
を
建
立
す
る
。「
楠

葉
布
施
屋
」
を
発
展
さ
せ
た
も
の
か
も
し
れ

な
い
。
行
基
四
十
九
院
の
ひ
と
つ
「
久
修
園

院（
く
ず
お
い
ん
）」
で
あ
る
。
橋
名
に
因
み

「
山
﨑
院
」
と
も
呼
ん
だ
。「
久
修
園
院
」
は
、

１
３
０
０
年
後
の
今
日
ま
で
ゆ
か
り
の
寺
が

続
く
仏
教
道
場
で
あ
っ
た
。
場
所
は
交
野
郡

一
条
内
と
さ
れ
、
現
在
の
楠
葉
中
之
芝
２
丁

目
あ
た
り
で
、
い
ま
も
真
言
律
宗
「
天
王
山

久
修
園
院（
く
し
ゅ
う
お
ん
い
ん
）」
が
存
立

し
、
後
身
と
称
し
て
い
る
。（
写
真
②
、
旧
京

街
道
沿
い
に
あ
る
久
修
園
院
の
閉
じ
ら
れ
た

門
）筆

者
が
若
い
頃
、
久
修
園
院
の
周
り
に
は
、

田
が
広
が
り
台
地
の
突
端
に
落
ち
着
き
の
あ

る
古
寺
の
風
格
を
も
っ
て
建
っ
て
い
た
。
京

阪
電
車
の
窓
か
ら
見
て
も
、
さ
す
が
行
基
ゆ

か
り
の
古
刹
と
思
え
た
。
残
念
な
が
ら
現
在

は
土
地
の
整
理
が
行
わ
れ
、
ス
ー
パ
ー
等
の

建
物
な
ど
に
囲
ま
れ
雰
囲
気
が
一
変
し
て
い

る
。
寺
は
淀
川
の
南
約
２
０
０
ｍ
に
位
置

し
、
寺
の
話
で
は
、
古
来
、
そ
の
場
所
を

移
動
し
て
い
な
い
と
の
こ
と
。
現
在
の
建
物

は
江
戸
時
代
前
期
の
も
の
で
、
延
宝
８
年

（
１
６
８
０
）に
就
任
し
た
宋
覚
律
師
が
中
興

の
祖
と
さ
れ
る
。
行
基
の
時
代
、「
久
修
園

院
」
で
は
、
天
平
11
年（
７
３
９
）、
行
基
自

身
が
安
居（
あ
ん
ご　
特
別
な
修
行
）し
、
弟

子
１
８
４
人
を
得
度
さ
せ
て
い
る
。

◇
伊
香（
伊
加
賀
）に
２
院

「
行
基
年
譜
」
は
、
行
基
没
後
、
約

４
０
０
年
、
平
安
時
代
末（
安
元
元
年　

１
１
７
５
）に
出
版
さ
れ
た
。
行
基
の
業
績

を
記
し
た
史
料
で
あ
る
。
こ
の
中
で
、
壮

年
期
の
行
基
が
、
茨
田
郡
伊
香（
い
か
が
）

村（
現
在
の
伊
加
賀
）で
ふ
た
つ
の
院（
道

場
）を
建
立
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
天
平
５

年（
７
３
３
）10
月
、
行
基
66
歳
の
と
き
だ
。

「
救（「
枚
」
の
誤
り
と
い
う
。）方
院
」
と

「
薦
田（
こ
も
だ
）尼
院
」
で
あ
る
。

淀
川
は
枚
方
丘
陵
の
北
端
で
流
れ
を
南
か

ら
西
に
大
き
く
変
え
る
。
枚
方
小
学
校
の
校

歌
に
も
歌
わ
れ
る
「
波
の
花
散
る
伊
加
賀

崎
」
付
近
で
あ
る
。「
行
基
」
研
究
家
、
吉

田
靖
雄
氏（
堺
在
住
）は
、
淀
川
や
伊
加
賀
川

の
渡
し
な
ど
を
造
り
、
管
理
施
設
と
し
て
こ

こ
に
院
を
造
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
て

い
る
。
そ
れ
も
考
え
ら
れ
る
が
、
筆
者
と
し

て
は
少
し
違
う
考
え
が
あ
る
。

伊
加
賀
崎
か
ら
下
流
の
伊
香（
い
か
が
）は

淀
川
の
土
砂
が
堆
積
し
や
す
く
、
５
世
紀
半

ば
か
ら
農
地
を
開
墾
す
る
事
業
が
行
わ
れ
て

い
た
よ
う
だ
。
行
基
が
活
躍
し
た
８
世
紀
半

ば
に
は
、
人
口
増
に
対
し
、
口
分
田
が
不
足
、

律
令
制
の
公
地
公
民
制
が
崩
れ
始
め
て
い
た
。

税
収
増
の
た
め
開
墾
が
奨
励
さ
れ
、
新
し
く

池
や
用
水
路
を
造
り
開
墾
し
た
田
は
、
所
有

が
認
め
ら
れ
た
。
行
基
は
、
豪
族
や
有
力
者

の
支
配
地
域
で
、
弟
子
や
民
衆
ら
と
開
墾
を

行
っ
た
。
開
墾
し
た
土
地
は
金
主
の
豪
族
ら

の
所
有（
初
期
荘
園
）と
な
る
が
、
貧
し
い
民

衆
は
、
口
分
田
以
外
に
、
そ
こ
で
働
く
こ
と

で
副
収
入
が
得
ら
れ
、
生
活
向
上
が
図
れ
た
。

ふ
た
つ
の
院
は
、
開
墾
に
加
わ
っ
た
伊
加
賀

周
辺
の
民
衆
の
休
憩
所
で
あ
り
、
作
物
の
保

管
、
農
機
具
の
貸
し
出
し
倉
庫
で
も
あ
っ
た

と
思
う
。
行
基
は
貧
困
に
あ
え
ぐ
人
々
が
地

道
に
生
き
延
び
て
い
く
手
段
と
場
所
を
与
え

た
の
だ
ろ
う
。
行
基
や
弟
子
が
仏
教
の
話
を

し
、
民
衆
が
心
を
癒
す
道
場
と
も
な
っ
た

の
だ
。
男
性
用
が
「
枚
方
院
」、
女
性
用
が

「
薦
田（
こ
も
だ
）尼
院
」
で
あ
る
。「
薦
田
」

は
葦
の
生
え
た
開
墾
地
の
厳
し
い
環
境
を
表

す
。
な
ん
の
痕
跡
も
な
く
史
料
も
な
い
。
た

だ
「
行
基
年
譜
」
に
「
院
名
」
が
残
る
の
み
。

◇
大
仏
建
立
で
勧
進

天
平
15
年（
７
４
３
）、
国
家
鎮
護
の
た

め
「
大
仏
建
立
」
を
発
願
し
た
聖
武
天
皇
が
、

民
衆
の
支
援
を
得
る
た
め
、
行
基
に
勧
進
を

依
頼
す
る
。
民
衆
救
済
、
仏
教
布
教
に
つ
な

が
る
こ
と
な
ら
と
行
基
は
こ
れ
に
賛
同
す

る
。
天
平
勝
宝
４
年（
７
５
２　

５
５
２
年

の
仏
教
公
伝
説
に
よ
れ
ば
丁
度
２
０
０
年
目

で
、
聖
武
天
皇
は
こ
れ
を
意
識
し
て
い
た
の

だ
）大
仏
開
眼
と
な
る
。
だ
が
、
こ
れ
よ
り

先
、
天
平
21
年（
７
４
９
）行
基
は
、
自
ら
建

立
し
た
平
城
京
右
京
の
菅
原
寺（
喜
光
寺
）で
、

ま
さ
に
菩
薩
の
よ
う
な
82
歳
の
生
涯
を
閉
じ

て
い
た
。
行
基
は
大
僧
正
に
任
ぜ
ら
れ
、
東

大
寺
四
聖
の
ひ
と
り
と
さ
れ
る
。

民
衆
の
力
を
信
じ
、
民
衆
を
助
け
た
行
基
、

な
ん
と
見
事
な
歴
史
人
物
で
あ
る
こ
と
か
。

そ
ん
な
行
基
が
枚
方
の
地
で
活
躍
し
て
い
た

の
だ
。
も
っ
と
も
っ
と
、
誇
ら
し
く
顕
彰
し

た
い
も
の
だ
。
い
つ
の
日
か
市
で
所
蔵
し
て

い
る
と
い
う
「
行
基
像
」
が
展
示
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
す
る
。

（
参
考　
「
旧
枚
方
市
史
」「
枚
方
市
史
第

2
巻
」
枚
方
市　
「
行
基
」（
吉
田
靖
雄
著
）　

「
枚
方
の
歴
史
」（
西
田
敏
秀
他
著
））

◎
久
修
園
院　

楠
葉
中
之
芝
。
樟
葉
駅
、

又
は
橋
本
駅
下
車
、
徒
歩
30
分
、
楠
葉
台
場

跡
近
く
。

菩
薩
と
呼
ば
れ
た
行
基
、

楠
葉
で
活
躍

宿
場
町
枚
方
を
考
え
る
会
元
会
長 

堀
家
啓
男

交
野
ケ
原
編

North Notes of Historia

①獅子窟寺の石柱に行基菩薩のかすかな文字

②旧京街道沿いにある久修園院の閉じられた門
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北
大
阪
商
工
会
議
所
青
年
部（
以
下
「
青

年
部
」）は
昭
和
57
年
４
月
28
日
に
創
立
さ
れ

て
今
年
で
40
周
年
と
い
う
節
目
の
年
で
す
。

記
念
事
業
と
し
ま
し
て
５
月
14
日
に
橋
下 

徹
氏
を
迎
え
基
調
講
演
を
行
い
、
６
月
18
日

に
は
記
念
式
典
・
祝
賀
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

沢
山
の
ご
来
賓
の
方
々
や
会
員
の
皆
様
に

も
ご
参
加
い
た
だ
き
、
大
変
盛
り
上
が
っ
た
記

念
式
典
で
し
た
。
今
回
は
大
会
事
業
で
大
役

を
務
め
ら
れ
た
加
藤
秀
継
実
行
委
員
長
、
城

岡
諭
副
実
行
委
員
長
を
お
招
き
し
、
40
周
年

記
念
事
業
に
対
す
る
思
い
や
、
こ
れ
か
ら
の
青

年
部
の
事
な
ど
を
語
っ
て
も
ら
う
べ
く
、
こ
の

よ
う
な
座
談
会
を
企
画
致
し
ま
し
た
。

広
報
：
記
念
式
典
の
準
備
及
び
、
開
催
お
疲

れ
様
で
し
た
。

　
記
念
事
業
を
終
え
ら
れ
た
感
想
を
い
た
だ

き
た
い
で
す
。

加
藤
く
ん
：
青
年
部
が
節
目
で
あ
る
40
周
年

を
迎
え
、
私
が
こ
の
よ
う
な
記
念
事
業
に
携

わ
れ
た
事
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

お
祝
い
事
だ
か
ら
こ
そ
多
く
の
メ
ン
バ
ー
が

参
加
し
、
ご
来
賓
を
含
め
て
約
4
0
0
名
弱

の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
事
は
、
本
当

に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

城
岡
く
ん
：
ま
ず
は
昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍
の
時

勢
の
中
、
無
事
に
終
え
ら
れ
た
事
に
一
安
心

し
て
お
り
ま
す
。

　

開
催
日
を
決
定
す
る
時
に
悩
ん
だ
の
が
、

本
来
は
４
月
の
商
工
会
議
所
設
立
記
念
月
の

４
月
か
Y
E
G
設
立
月
の
11
月
を
候
補
と
し

て
考
え
て
お
り
ま
し
た
が
、
年
度
変
わ
り
の

４
月
で
は
少
し
早
す
ぎ
ま
す
し
、
ま
た
、
今

年
は
11
月
に
全
国
会
長
研
修
会
が
北
大
阪
で

開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
う
い
っ
た
条
件
を

探
り
な
が
ら
実
行
委
員
会
内
で
議
論
を
重
ね

る
中
で
、
最
終
的
に
６
月
と
な
り
ま
し
た
。

結
果
的
に
い
い
時
期
に
開
催
で
き
て
良
か
っ

た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

広
報
：
事
業
、
式
典
を
開
催
す
る
に
当
た
り

苦
労
し
た
点
、
ま
た
良
か
っ
た
点
は
あ
り
ま

す
か
？

加
藤
く
ん
：
苦
労
し
た
点
で
す
か
!?（
笑
）細

か
く
見
る
と
沢
山
あ
り
ま
す
が（
笑
）、
苦
労

し
た
と
い
う
実
感
は
な
か
っ
た
で
す
。
良

か
っ
た
事
は
近
年
、
中
々
こ
の
よ
う
な
式
典

を
行
え
る
団
体
も
少
な
く
な
っ
て
行
く
中
で
、

地
域
を
支
え
る
ご
来
賓
の
方
々
に
、
手
前
味

噌
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
良
い
式
典
を
お
見

せ
で
き
た
事
で
す
。

城
岡
く
ん
：
開
催
す
る
上
で
苦
労
し
た
事
は
、

開
催
日
の
決
定
や
祝
賀
会
の
タ
イ
ム
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
な
ど
様
々
な
事
が
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
れ
以
上
に
や
り
終
え
た
事
の
達
成
感
の
方

が
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

良
か
っ
た
と
思
う
事
は
、
実
行
委
員
会
メ

ン
バ
ー
と
激
し
く
意
見
し
合
い
な
が
ら
も
楽
し

く
事
業
を
作
り
上
げ
た
事
、
そ
し
て
こ
れ
か

ら
も
続
い
て
い
く
青
年
部
活
動
の
中
で
、
さ
ら

に
会
員
数
も
増
え
て
い
き
、
今
後
頼
ら
れ
る

団
体
と
し
て
存
続
す
る
た
め
に
は
、
今
回
の
よ

う
な
節
目
で
開
催
す
る
式
典
・
周
年
事
業
は

本
当
に
必
要
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

広
報
：
40
周
年
事
業
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
能
動
創

繋（
の
う
ど
う
そ
う
け
い
）～
自
ら
が
動
き
繋

が
り
を
創
る
～
」
に
込
め
ら
れ
た
想
い
は
ど

の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
？

加
藤
く
ん
：
周
年
事
業
を
開
催
す
る
に
お
い

て
実
行
委
員
会
の
中
で
、
メ
ン
バ
ー
が
同
じ

方
向
を
目
指
す
た
め
に
は
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
必

要
だ
と
考
え
、
城
岡
副
委
員
長
を
中
心
に
皆

で
考
え
ま
し
た
。

城
岡
く
ん
：
25
周
年
の
時
に
諸
先
輩
方
が
50

周
年
に
向
け
て
「
地
域
最
強
企
業
家
集
団
を

作
る
」
と
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
軸
か
ら
は
ぶ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
。
し

か
し
時
代
と
と
も
に
進
化
し
て
、
今
の
時
代

に
必
要
な
要
素
を
加
え
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。

「
自
ら
が
動
き
繋
が
り
を
創
ろ
う
」
と
い
う
行

動
こ
そ
が
、
こ
れ
か
ら
の
青
年
部
に
は
必
要

だ
と
思
い
、
造
語
で
は
あ
り
ま
す
が
能
動
創

繋
と
い
う
言
葉
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
し
ま
し
た
。

広
報
：
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
後
青
年
部

は
45
周
年
、
50
周
年
と
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　
そ
の
時
を
迎
え
る
現
役
メ
ン
バ
ー
へ
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
一
言
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

加
藤
く
ん
：
ま
ず
は
今
回
の
記
念
事
業
・
式

典
・
祝
賀
会
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
実
行
委

員
会
の
皆
様
を
含
め
、
沢
山
の
方
々
に
感
謝

を
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
私
自
身
、
事
業
に
関
わ
っ
た
事
で

本
当
に
楽
し
め
ま
し
た
。
次
に
こ
れ
か
ら
携

わ
る
会
員
の
皆
様
に
は
、
今
回
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
も
あ
る
よ
う
に
、
動
け
ば
何
か
得
る
も

の
が
あ
る
と
実
感
で
き
る
は
ず
な
の
で
、
大

人
の
文
化
祭
的
な
感
覚
で
参
加
し
て
楽
し
ん

で
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

城
岡
く
ん
：
加
藤
実
行
委
員
長
か
ら
こ
の
よ

う
な
役
を
い
た
だ
い
た
事
に
感
謝
し
て
い
ま

す
し
、
何
よ
り
部
会
長
の
皆
様
が
一
生
懸
命

頑
張
っ
て
役
割
を
担
っ
て
い
た
事
、
ま
た
適
材

適
所
で
活
躍
し
て
く
れ
た
事
、
楽
し
く
会
議

を
重
ね
協
力
し
合
え
た
事
が
良
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　
や
り
が
い
は
も
ち
ろ
ん
、
自
分
が
何
よ
り

楽
し
め
て
面
白
か
っ
た
の
で
、
ぜ
ひ
次
に
機

会
の
あ
る
メ
ン
バ
ー
は
実
行
委
員
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

広
報
：
お
二
人
と
も
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

座
談
会
が
始
ま
る
前
、
実
行
委
員
会
ロ
ス

で
物
足
り
な
さ
を
感
じ
る
と
話
さ
れ
て
い
た

お
二
人
。
こ
れ
だ
け
の
大
規
模
な
事
業
を
行

う
と
い
う
事
は
、
も
っ
と
ご
苦
労
さ
れ
る
事
も

多
い
か
と
正
直
思
っ
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

座
談
会
中
は
お
二
人
と
も
終
始
笑
顔
で
振
り

返
っ
て
話
さ
れ
て
い
た
の
で
、
心
か
ら
楽
し
ん

で
事
業
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
の
だ
と
感
じ

ま
し
た
。
今
後
も
Y
E
G
の
ひ
と
つ
の
通
過
点

と
し
て
続
い
て
い
く
記
念
事
業
、
今
回
の
お
二

人
の
話
に
も
あ
る
よ
う
に
、
メ
ン
バ
ー
の
皆
様

が
ど
ん
ど
ん
関
わ
り
、
次
へ
次
へ
と
繋
い
で
創

る
楽
し
い
事
業
に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

北大阪商工会議所 青年部北大阪商工会議所 青年部

〒573-1159　枚方市車塚１丁目１番１号 輝きプラザ「きらら」６Ｆ 枚方市立地域活性化支援センター内
TEL：072-843-5163　FAX：072-841-0173　北大阪商工会議所青年部事務局　http://kitaosaka-yeg.jp/

ご興味のある方は
こちらへ　　

令和４年度スローガン

令和４年度会長　柿 丸 　 裕

OPEN A NEW ERA！新時代を切り開け！

商工会議所青年部【YEG】は
次代の地域経済を担う
若手経営者の集まりです。

会員募集

せいしょう

青年部ニュース
発　行

北大阪商工会議所
青年部　広報委員会

創
立
40
周
年
記
念
事
業
を
終
え
て

第263号

Young Entrepreneurs
 Group Informaition

城岡諭副実行委員長

加藤秀継実行委員長



◆LINEからのニュース投稿機能について！ ◆プレゼント特集（ご提供頂ける事業所）募集

LINEから手軽にニュース作成と投稿が出来ます！
ぜひ、ご活用ください！

地域ポータルサイトのプレゼントコーナー!!
プレゼント提供を頂ける事業所様を募集中。
コーナーでは、屋号と事業内容について
無料掲載させて頂きます。
https://hirakata.mypl.net/article/present_kitaosakaランチ、デザートなどのイチオシ特集に参加しませんか

◆イチオシ特集・掲載募集 掲載無料！

枚方市産業振興キャラクター
ひこぼしくんまいぷれ通信まいぷれ通信

地域ポータルサイト

交野市産業PRキャラクター
おりひめちゃん

寝屋川市のマスコットキャラクター
はちかづきちゃん

こんな情報発信しています

会員の皆様が知っている何気ない情報、地元の人に知ってほしいとっておきの話。「まいぷれ」を使えばみんなに伝えられます。
それを知った誰かが、もっと街を好きになれるはずです。まいぷれは、地域に密着した情報をホームページでお届けしています。

まいぷれでまいぷれで

名　　称　コーティング専門店 ecorel （エコレル） 
住　　所　〒573-0031 枚方市岡本町７-１ 枚方ビオルネ１階
電話番号　072-807-5997

スマホにガラスコーティング加工をする、というのは聞いたこと
がある人も多いかもしれませんが、スマホ以外にも、「大切なも
の（バッグ・靴・アクセサリーなどなど）を長く、綺麗な状態で使
いたい！」そんな願いを叶えてくれるのが、ecorelの『ガラスコー
ティング』なのです。素材や色を変えることなく、目に見えないほ
ど細かなガラスの粒子でコーティングします。スマホや眼鏡など
のコーティング作業は、10分程度でお渡し可能。革製品は乾かす
工程が必要なので2〜3日後に受け取ることができます。事前予約
は不要なのでお店が開いている時ならいつでも対応させて頂きま
す。皆様の大切なものを是非コーティングさせてください！

-----ポータルサイト活用について、感想をお聞かせください。
ecorelでは毎日お客様からお預かりした商品のコーティング写真や店舗からのお知らせをまいぷれにてご
紹介させて頂いております。またInstagram・Facebook・YouTubeも日々更新中！公式LINEではクーポ
ンやメッセージでのお問い合わせが可能です。
YOUTUBE→https://www.youtube.com/channel/UCZuyUxjg8OpUsyFGQy2fRpw
-----コーティングショップ専門店 ecorel　淀 大輔 様 お声を聞かせて頂きありがとうございました。

地域ポータルサイトまいぷれではWEBサイトの情報発信に留まらず、他の媒体への情報露出も行います。
その一つがGoogleビジネスプロフィールです。
Googleビジネスプロフィールとは、Google検索結果やGoogleマップ上に店舗情報を掲載できるサービス
です。まいぷれの店舗掲載ページとGBPを連携することで、ニュースシステムの更新によってGBPにも最新
情報が連携されるようになります。

情報の出口の拡大／店舗情報の一元管理／第三者によるGBP改ざんリスクの回避

ご興味のある方は連絡をください。
担当者より連絡させて頂きます。

北大阪商工会議所　まいぷれ事務局
TEL：072-841-1200　メール：mypl@kocci.or.jp

〜 コーティングショップ専門店 ecorel  〜

Googleビジネスプロフィール（GBP）との連携

Googleビジネスプロフィール連携のメリット
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大阪大阪のの成長成長を支える、を支える、
「ものづくり」「ものづくり」・・「即戦力」「即戦力」の人財を育てる！の人財を育てる！

大阪府小規模事業経営支援事業　北大阪商工会議所・大阪府北大阪高等職業技術専門校活用事業

北大阪商工会議所では、大阪府北大阪高等職業技術専門校と連携し、製造業・建設業の従業員様の技術向上及び事務系
従業員様のスキルアップを目的とした人材育成講座を開催しております。貴社での人材育成にぜひ当講座をご活用ください。
お申込は専用ホームページからご入力ください。

上記講座の他、「３次元cad入門編（Solidworks2012）」「建築図面作成のためのJw_cad基礎講座」等、様々ご用意しており、
当所会員事業所様につきましては、１事業所２名まで全て無料で受講ができますので、ぜひご応募ください。

１、はじめから学ぶ簿記知識入門
　　令和４年９月29日（木）・９月30日（金）・10月３日（月）　　３日間

２、中小企業の総務・経理の日常業務入門　
　　令和４年10月24日（月）・10月27日（木）・10月31日（月）　　３日間

会　場 …… 大阪府立北大阪高等職業技術専門校       
　　　　　 大阪府枚方市津田山手２‒11‒40（地図等の詳細は下記大阪府のHPをご参照ください）
　　　　　 http://www.pref.osaka.lg.jp/tc-kiosaka/info/access.html 
参加費 …… 会員事業所　無料・非会員事業所　おひとり 10,000円 
持参物 …… ‌�各講座により、ご用意していただくものが変わりますので、ホームページにてご確認をお願い致

します。また受講確認書でもご案内させて頂きます。

お問合わせ：北大阪商工会議所　中小企業相談所指導課まで　TEL：072‒843‒5154

（すべてインターネットからの申込みとさせて頂いております。）
（１事業所２名まで、先着順になりますので、ご了承くださいませ。）

各講座の詳細及び受講申込につきましては、
専用ホームページをご確認願います。

Googleで

 北大阪技専校活用事業技術訓練講座申込

北大阪商工会議所ホームページのトップページからアクセスできます。

北大阪商工会議所

北大阪商工会議所ホームページへ入り、トップページの

←QRコードはこちら

 をクリックしてください。



建物の様々な管理にお困りのオーナー様に朗報!!

一般労働者派遣随時登録┃清掃・警備・設備社員随時募集

■総合ビル管理■病院清掃■警備業務■一般労働者派遣 etc.お気軽にお問合せ下さい。

地元で愛され55年、更なる安心・安全で皆様に貢献していきます

ビル・病院・施設等の総合管理
我々が一括管理致します。

TEL.072-834-2927
枚方市出口３-１-20（FAX.072-834-0417）

大建管理株式会社
URL http://www.daikenkk.com/
E-mail daikenkk@ninus.ocn.ne.jp
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肉の松阪サンプラザ店にテーブル個室が誕生
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会 員 限 定
折込広告・広告掲載サービス 北大阪商工会議所北大阪商工会議所  3,500会員3,500会員ににPRPRしませんか！しませんか！
会報誌『The NORTH』は、北大阪商工会議所の皆さまをはじめ、官公庁や全国主要
商工会議所等3,600社・団体に送付しています。
会員企業の皆様に直接お届けしますので、企業・団体向けのPRに最適です。

《こんなPRはいかがですか？》
◆ 自社PR・事業内容のご案内　　◆ 新商品・新サービスのご案内
◆ 各種イベント、セミナー等のご案内　　◆ 季節商品・各種宴会プランのご案内 　など

※‌�なお、会報誌に同封・掲載に際しては所内での審査が必要となりますので、あらかじめご了承ください。

お申込み・お問合せは 北大阪商工会議所 総務部 総務課　
〒573-1159 枚方市車塚１-１-１　輝きプラザきらら６階　枚方市立地域活性化支援センター内
ＴＥＬ 072-843-5151　ＦＡＸ 072-841-0173

広告チラシ同封サービス 折込料金（１種類あたり）
サイズ B5 A4 B4（２つ折） A3（２つ折）

会　　員 41,800円 62,700円 83,600円 125,400円

会員以外 83,600円 104,500円 167,200円 209,000円

広告掲載サービス 広告掲載料（月額）
場所 / サイズ １ページ 1/2ページ 1/4ページ

表紙裏 44,000円

背表紙裏 38,500円

記事中 28,600円 14,300円 7,150円

世紀の予算額！ 事業再構築補助金
一緒に将来へのビジョン、事業計画、策定しませんか！
（認定経営革新等支援機関　第8号認定2013年8月15日）

枚方市尊延寺899-2

プレスリリースとは、報道機関に向けて情報の提供・告知・発表を行うことです。「プレス」は報道機関、「リ
リース」は提供・告知・発表を意味しています。このプランでは北大阪商工会議所がお申込みいただいた事業所の
紹介記事をライティングし、取りまとめて告知を発表することにより、公のプレスにアプローチすることができ
ます。各種報道機関の目に留まれば、テレビや新聞、ラジオなどに貴社の情報が掲載されるかもしれません。ま
た、基本メニューとして当所のウェブサイトにプレスの内容を掲載させていただきますので、自社のウェブ上の告
知としてご活用いただくこともできます。

当プランでは、同時に北大阪商工会議所の公式LINEアカウントでの広告や会報誌での広告も連動できます。残
念ながら報道機関に取り上げられなかった場合でも3,600の会員企業や北大阪の企業人1,500人の端末へダイレ
クト広告を発信することができます。この機会にぜひご活用ください！

プレスリリースサービス、LINE広告を始めます！
北大阪商工会議所

お申込みは↓までご連絡を！
詳細をご連絡させていただきます。

北大阪商工会議所 総務部
The NORTH 編集室

TEL：072-843-5151　FAX：072-841-0173　Mail：north@kocci.or.jp※必ず報道機関に取り上げられることを保証するものではございませんのでご了承ください。

料金
　33,000円／回（税込）
頻度・締切
‌�　月１回、毎月15日締め切り、
　毎月１日発信

プラン④

プレス
リリース

North Web
サイト掲載

ウェブ上に告知のベースを
掲載したい方におススメ！

料金
　33,000円／回（税込）
頻度・締切
　月１回、毎月15日締め切り、
　毎月１日発信

プラン⑤

LINE
広告

North Web
サイト掲載

低コストで迅速なB to B
広告をご希望の方におススメ！

料金
　99,000円／回（税込）
頻度・締切
　月１回、毎月15日締め切り、
　毎月１日発信

プラン①

プレス
リリース

LINE
広告

North Web
サイト掲載

会報チラシ
折込

おススメ！
29,700円お得！

料金
　88,000円／回（税込）
頻度・締切
‌�　月１回、毎月15日締め切り、
　毎月１日発信

プラン②
プレス

リリース
LINE
広告

North Web
サイト掲載

会報誌
広告※

おススメ！
22,000円お得！

※表２もしくは表３、枠に空きがある月のみ可能

料金
　55,000円／回（税込）
頻度・締切
‌�　月１回、毎月15日締め切り、
　毎月１日発信

プラン③

プレス
リリース

LINE
広告

North Web
サイト掲載

おススメ！
11,000円お得！

会員事業所限定!!

お気軽にマイクロバスを使ってみませんか？

有限会社山口バス
0120-84-3306

定期便契約承ります

〒571-0074 大阪府門真市宮前町8-9
TEL：072-881-3306　FAX：072-881-3344
E-mail：info@yamaguchi-bus.jp
http://www.yamaguchi-bus.jp

〈トヨタ〉ハイエースコミューター
定員14名 〈三菱〉ローザ（トランク付き） 定員24名

〈三菱〉ローザ 定員25名 〈三菱〉エアロミディ
定員24名

少人数での送迎や観光に… 各種送迎に… 旅行や観光に…
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Trivia

令和４年９月号
発行所／北大阪商工会議所

〒573-1159 枚方市車塚１丁目１-１ 輝きプラザ「きらら」６Ｆ 枚方市立地域活性化支援センター内
TEL：072-843-5151　FAX：072-841-0173　Mail：north＠kocci.or.jp

TheNORTH

1 位　物語　ウクライナの歴史	 黒 川 祐 次 著(中央公論新社　 ¥946)

2 位　漂流　日本左翼史	
池 上 　 彰・佐 藤 　 優 著(潮出版　 ¥968)

3 位　本当のウクライナ	 岡 部 芳 彦 著(ワニブックス ¥913)

4 位　第三次世界大戦はもう始まっている
エマニュエル・トッド 著(文藝春秋 ¥858)

5 位　80歳の壁	 和 田 秀 樹 著(幻冬舎　 ¥990)

地域の統計

新規求人倍率

1.9
2.1
2.3

1.7
1.5
1.3
1.1
0.9
0.7

管内

大阪
全国

1.30

2.24
2.442.5

2.7
2.9
3.1

４月 ６月３月２月R４.１月R３.12月
管内については原数値、大阪・全国については季節調整値

有効求人倍率

1.0

1.2
1.4

0.8

0.6

0.4

全国
大阪

管内 0.63

1.27
1.22

1.41.4

1.6

1.8

2.0

４月 ６月３月２月R４.１月R３.12月

※住民基本台帳法改正により、総人口を表記しています。人口（６月末人口）
40万

30万

20万

10万

総人口 世帯数男 女

枚 方 市396,810

190,007 206,803
183,700

20万

10万

総人口 世帯数男 女

寝屋川市228,319

110,119 118,200 112,052

10万

5万

総人口 世帯数男 女

交 野 市

77,435

37,279 40,156
33,680

2022年７月23日～ 2022年７月29日㈱野村呼文堂　TEL.072-843-0221
ビジネス書ランキングビジネス書ランキングRanking


